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平成 １８ 年６ ／ １
そら豆（狛江産野菜）

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

第
３
次
行
財
政
改
革
推
進
計
画
編

第
３
次
行
財
政
改
革
推
進
計
画
編

　

収
支
均
衡
型
の
行
財
政
基
盤
を
築

き
、
持
続
可
能
な
行
政
運
営
を
確
立

す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

第
３
次
行
財
政
改
革
大
綱
の
４
つ
の

基
本
方
針
の
一
つ
で
あ
る
「
市
民
の

要
望
に
応
え
ら
れ
る
行
財
政
基
盤
の

確
立
」
を
迅
速
か
つ
効
果
的
に
推
進

す
る
た
め
に
策
定
し
た
「
行
財
政
基

盤
確
立
の
た
め
の
緊
急
行
動
計
画
」

と
本
計
画
の
整
合
性
を
図
り
、
本
計

画
の
第
３
章
と
し
て
取
り
込
ん
で
い

ま
す
。

■
財
政
の
見
通
し

▽
一
般
財
源
の
収
支

　

実
施
計
画
編
の
「
事
業
経
費
運
用

計
画
（
一
般
会
計
）」
等
か
ら
、
現
在

の
収
支
不
足
を
明
ら
か
に
し
、
本
計

画
に
よ
る
財
源
対
策
効
果
を
加
え
た

平
成　

年
度
ま
で
の
財
政
フ
レ
ー
ム

２１

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
ま
で
の
歳
入
を
予
測

２１

し
、
実
施
計
画
事
業
の
実
施
を
前
提

に
歳
出
を
算
出
し
、
そ
の
収
支
不
足

額
の
解
消
に
向
け
、
行
財
政
改
革
の

効
果
や
資
金
手
当
の
活
用
、
実
施
計

画
の
精
査
に
よ
る
歳
出
の
縮
減
を
加

味
し
て
、
最
終
的
な
収
支
を
算
出
し

て
い
ま
す
。

▽
経
常
収
支
比
率

　

平
成　

年
度
は
、
決
算

１７

見
込
み
ベ
ー
ス
と
し
て
の

経
常
一
般
財
源
、
経
常
経

費
充
当
一
般
財
源
を
見
積

も
り
、
経
常
収
支
比
率
を

算
出
し
ま
し
た
。
平
成　
１８

年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、

平
成　

年
度
決
算
見
込
み

１７

を
ベ
ー
ス
に
一
般
財
源
の

動
向
や
本
計
画
の
効
果
額

を
勘
案
し
て
、
経
常
一
般

財
源
、
経
常
経
費
充
当
一

般
財
源
を
見
積
も
り
、
平

成　

年
度
ま
で
の
経
常
収
支
比
率
を

２１
算
出
し
て
い
ま
す
。

■
具
体
的
な
数
値
目
標

　

今
後
の
財
政
の
見
通
し
を
踏
ま
え
、

本
計
画
の
到
達
点
と
し
て
、
４
つ
の

具
体
的
な
数
値
目
標
を
設
定
し
ま
す
。

①
平
成　

年
４
月
１
日
ま
で
に
、
４

２２

６
７
人
を
目
標
に
職
員
数
を
削
減
し

ま
す
。

②
経
常
収
支
比
率
を
、
お
お
む
ね　
９５
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％
を
目
標
に
改
善
し
ま
す
。

③
事
業
債
の
発
行
額
を
年
額　

億
円

１０

以
下
に
抑
制
し
ま
す
。

④
人
件
費
比
率
（
歳
出
決
算
上
）
を

　

％
以
下
に
抑
制
し
ま
す
。

３０■
個
別
の
取
り
組
み

　

個
別
の
取
り
組
み
に
お
け
る
体
系

の
概
略
は
右
表
の
と
お
り
で
す
。

《１７》

第４次基本計画および実施計画

第３次行財政改革大綱

第３次行財政改革推進計画
（行財政基盤確立のための緊急行動計画）
定員適正化計画
公の施設の管理運営方針

市民参加による大綱の見直し
各計画の全体的見直し

《１８》 《１９》 《２０》 《２１》

■計画期間のイメージ

■アクションプランのイメージ

２１２０１９１８１７年　　度
１５，６６２１５，６６２１５，６３６１５，６３８１５，４５９歳　　入現　

状
１７，５２５１７，６３６１７，４１２１７，３５９１６，９６１歳　　出
△１，８６３△１，９７４△１，７７６△１，７２１△１，５０２収　　支
△５７６△４０８△４１８△２５９△２２３組織のスリム化行

財
政
改
革

△２０６△２０６△２０８△２０５△２２５事業のスリム化
△５５０△５５０△５５０△５５６△４２７収支均衡型財政への転換

△１，３３２△１，１６４△１，１７６△１，０２０△８７５効果額計
６００８１０６００７０１６２７資金手当の活用
６９００００計画後の収支

２１２０１９１８１７年　　度
（１３，３１０，８２６）
１４，２１１，８２６ 

（１３，２１２，８０２）
１４，１８４，３０２ 

（１３，１５６，９４６）
１４，１７６，０４６ 

（１３，１８１，６６９）
１４，１４４，５６９ 

（１２，６４１，７２２）
１３，７０４，１２２ 経常一般財源

１３，６３４，２３０ １３，９９３，２３０ １３，８３７，６９８ １３，９９０，６４９ １３，７７８，２６９ 経常経費充当
一般財源等

４，１１２，２５９ ４，２８０，２５９ ４，２７０，２５９ ４，４２９，２５９ ４，４６８，２５９ うち人件費

２，６２７，２６２ ２，８４４，８９７ ２，７３４，１８５ ２，６４６，９９３ ２，４９９，７０２ うち公債費
（１０２．４）
９５．９ 

（１０５．９）
９８．７ 

（１０５．２）
９７．６ 

（１０６．１）
９８．９ 

（１０９．０）
１００．５ 経常収支比率

（３０．９）
２８．９ 

（３２．４）
３０．２ 

（３２．５）
３０．１ 

（３３．６）
３１．３ 

（３５．３）
３２．６ うち人件費

（１９．７）
１８．５ 

（２１．５）
２０．１ 

（２０．８）
１９．３ 

（２０．１）
１８．７ 

（１９．８）
１８．２ うち公債費

単位：百万円

■経常収支比率 単位：千円、％

※（　）は、減税補てん債、臨時財政対策債または対策債相当額を経常一般財源に加えない数値

■一般財源における財政フレーム ■個別取り組みの概略
第１章　市民とともに歩む行政－情報の共有と市民協働の発

展
　１－１　情報公開制度の充実   
　１－２　説明責任能力の向上
　１－３　市民参加と市民協働の推進

第２章　市民のためにがんばる市役所－市民満足度を高める
行政サービスの提供

　２－１　行政サービスを受けやすい体制
　２－２　安全かつ正確で迅速なサービスの提供 
　２－３　市民満足度の向上
　２－４　効果的・効率的な公共サービスの提供

第３章　市民の要望に応えられる行財政基盤の確立－行財政
システムの簡素化・効率化

　３－１　組織のスリム化
　３－２　事業のスリム化
　３－３　収支均衡型財政への転換

第４章　狛江の明日を担う人材の育成－職員能力の開発と支
援

　４－１　基本的な事務能力の育成
　４－２　行政課題に柔軟に対応できる能力の形成
　４－３　働くインセンティブ（誘因）の醸成
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実
施
計
画
編
は
、将
来
都
市
像「
水

と
緑
の
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
平

成　

年
３
月
に
策
定
し
た
第
４
次
基

１７
本
計
画
を
計
画
的
か
つ
具
体
的
に
推

進
す
る
た
め
、
財
政
事
情
を
見
据
え

な
が
ら
、
事
業
レ
ベ
ル
で
市
の
今
後

の
取
り
組
み
を
明
ら
か
に
し
た
も
の

で
す
。

　

第
４
次
基
本
計
画
の
５
つ
の
章
を

柱
と
し
て
、そ
こ
に
示
さ
れ
た「
施
策

の
方
向
」に
事
業
を
分
類
し
、今
後
の

計
画
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
実
施
計
画
編
を
策
定
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
よ
り
実
効
性
の
高

い
も
の
と
す
る
た
め
、
予
算
と
の
整

合
性
を
最
重
要
課
題
と
し
て
い
ま
す
。

収
支
均
衡
型
財
政
を
目
指
す
た
め
の

基
準
値
と
し
て
、
今
後
の
歳
入
見
通

し
な
ど
か
ら
、
一
般
財
源
枠
を
現
時

点
で
１
５
５
〜
１
６
０
億
円
以
内
と

し
、
こ
の
枠
組
み
の
な
か
で
一
般
会

計
全
体
の
歳
出
が
収
ま
る
よ
う
に
調

整
し
て
い
ま
す
。

■
主
な
事
業

▽
第
１
章

調
布
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・　

号
１６

線
整
備
費
、
市
道　

号
線
歩
道
整
備

３２

事
業
、
市
道
８
号
線
（
根
川
通
り
）

整
備
な
ど

▽
第
２
章

木
造
住
宅
耐
震
診
断
助
成
事
業
、
生

活
安
全
対
策
関
係
費
（
安
心
安
全
情

報
シ
ス
テ
ム
等
）、
緑
化
推
進
（
樹
林

地
の
購
入
等
）
な
ど

▽
第
３
章

小
児
初
期
救
急
平
日
夜
間
診
療
事
業

（
拡
充
）、
障
が
い
者
就
労
支
援
、
乳

幼
児
医
療
助
成
（
拡
充
）、
先
駆
型
子

ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
な
ど

▽
第
４
章

不
登
校
対
策
支
援
（
拡
充
）、
学
校
安

全
対
策
費
、
特
別
支
援
教
育
推
進
、

既
存
施
設
改
修
（
耐
震
等
）、
中
学
校

給
食
、
音
楽
の
街
�
狛
江
推
進
費
な

ど▽
第
５
章

新
・
元
気
を
出
せ
！
商
店
街
事
業
費

補
助
（
創
業
支
援
事
業
な
ど
）、
こ
ま

え
元
気
わ
く
わ
く
事
業
、
消
費
経
済

対
策
費
（
相
談
業
務
の
拡
充
）
な
ど

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
	

　

今
回
の
さ
ら
な
る
改
訂
に
あ
た
っ

て
は
、「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」と
し

て
策
定
す
る
た
め
、計
画
期
間
を
平

成　

年
度
か
ら　

年
度
と
す
る
と
と

１７

２１

も
に
、
平
成　

年
度
以
降
に
増
加
す

１８

る
定
年
退
職
者
へ
の
対
応
等
新
た
な

視
点
か
ら
の
検
討
や
将
来
像
を
踏
ま

え
た
考
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
具
体
的
な
計
画

　
「
組
織
・
機
構
改
革
」、「
事
務
事
業

の
見
直
し
」、「
民
間
委
託
等
民
間
活

力
の
導
入
」、「
サ
ン
セ
ッ
ト
方
式
」、

「
多
様
な
雇
用
形
態
の
導
入
」
の
５

つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
基
本
的
な
考
え
と

し
て
、
定
年
退
職
者
の
不
補
充
や
再

任
用
制
度
を
関
連
さ
せ
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
今
後
も

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
落
と
さ
ず
、

効
率
的
な
行
政
運
営
を
行
う
こ
と
が

強
く
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
組
織

全
体
の
あ
り
方
を
踏
ま
え
て
、
削
減

補
充
両
面
か
ら
計
画
を
考
え
て
い
ま

す
。
平
成　

年
４
月
１
日
現
在
の
職

２２

員
数
を
、
４
６
７
人
と
想
定
し
、
平

成　

年
度
末
ま
で
の
退
職
予
定
者
１

２１
２
２
人
の
う
ち
補
充
が
必
要
と
な
る

　

人
を
除
い
た　

人
を
不
補
充
（　

３３

８９

１６

年
度
か
ら
の
削
減
数
１
１
５
人
）
と

す
る
と
と
も
に
、
平
成　

年
度
採
用

２２

分　

人
を
、
２
年
前
倒
し
を
し
て
平

３３
成　

年
度
か
ら　

人
ず
つ
採
用
し
て

２０

１１

い
く
計
画
と
し
ま
す
。
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市
が
設
置
し
て
い
る「
公
の
施
設
」

を
種
別
ご
と
に
分
類
し
、
よ
り
効
果

的
、
効
率
的
に
施
設
を
管
理
運
営
し
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
、
経
費
節
減
な

ど
を
図
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法

が
適
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
あ
り
方

を
検
証
し
ま
し
た
。
結
果
は
表
の
と

お
り
で
す
。

　

こ
の
「
狛
江
市
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」
に
対
す
る
ご
意
見
、
課
題
、
問

題
点
等
を
募
集
し
ま
す
。

■
提
出
で
き
る
方

▽
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

▽
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を

有
す
る
方

▽
市
内
に
存
す
る
事
務
所
ま
た
は
事

業
所
に
勤
務
す
る
方

▽
市
内
に
存
す
る
学
校
に
在
学
す
る

方■
注
意
事
項

▽
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
は
必
ず

記
入
し
て
く
だ
さ
い
（
在
住
者
以
外

の
方
は
事
務
所
等
の
住
所
お
よ
び
名

称
も
記
入
し
て
く
だ
さ
い
）。

▽
提
出
さ
れ
た
意
見
お
よ
び
検
討
結

果
は
広
報
等
で
公
表
す
る
も
の
と
し
、

提
出
者
へ
の
直
接
の
回
答
は
あ
り
ま

せ
ん
。

■
提
出
方
法

　

６
月　

日
�
ま
で
に
、
窓
口
へ
の

３０

提
出
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
３
４
３
０
）

６
８
７
０
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
専
用
フ
ォ
ー
ム
で
企
画
経
営
室

へ
（
書
式
自
由
）。

　

平
成　

年
３
月
に
策
定
し
た
「
狛

１５

江
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
プ
ラ
ン
」
の

計
画
事
業
や
実
施
年
度
等
を
見
直
し

た
改
訂
版
を
策
定
し
ま
し
た
。
詳
細

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
１
部　

円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
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■第２次基本構想と第４次基本計画
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■公の施設の管理運営方針の検証結果
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■市職員削減ならびに補充計画のイメージ



�　広報こまえ　平成 １８ 年（２００６ 年）６ 月 １ 日

わ
た
る
市
民
説
明
の
場
を
持
つ
な

ど
、
４
年
間
か
け
て
合
意
形
成
に

努
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
市

民
の
皆
様
の
冷
静
な
議
論
、
ご
み

問
題
に
対
す
る
深
い
理
解
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
実
施
に
踏
み
切
る

こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
有
料
化
へ
の
慣
れ
か
ら

く
る
ご
み
量
の
増
加
―
リ
バ

ウ
ン
ド
を
防
止
す
る
た
め
、

減
量
手
法
の
市
民
周
知
な
ど
、

手
を
緩
め
る
こ
と
な
く
ご
み
行
政

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
有
料
化

へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
み
指
定
袋
の
有
料
化
を
実
施

し
て
か
ら
、
こ
の
半
年
間
、
ご
み

の
総
量
は
約　

％
減
り
、
目

１９

標
の　

％
減
を
大
き
く
上
回

１０

り
ま
し
た
。
ま
だ
確
た
る
評

価
に
は
早
過
ぎ
ま
す
が
、
好
調
な

ス
タ
ー
ト
を
切
れ
ま
し
た
。

　

景
気
の
低
迷
や
増
税
の
中
で
、

ご
み
有
料
化
の
提
起
に
は
大
変
た

め
ら
い
が
あ
り
ま
し
た
し
、
実
際

痛
み
を
感
じ
て
い
る
家
庭
や
事
業

所
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

多
摩
地
域
で
次
の
最
終
処
分
場
は
も

う
造
れ
な
い
こ
と
や
、
国
か
ら
の
交

付
金
等
が　

億
円
も
削
減
さ
れ
る
中
、

１１

ご
み
の
処
理
経
費
と
し
て
毎
年　

億
１６

円
以
上
掛
か
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
は

待
っ
た
な
し
で
し
た
。
有
料
化
で
は

な
く
、
自
発
的
な
努
力
で
促
す
べ
き

と
い
う
声
も
強
か
っ
た
の
で
す
が
、

財
政
上
か
ら
も
決
断
の
時
期
だ
と
判

断
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
理
解
い
た
だ
く
た
め

に
、
有
料
化
の
審
議
会
答
申
後
も
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
開
催
し
、
ま
た

有
料
化
を
決
め
て
か
ら
も
、　

回
に

６３

市
長
コ
ラ
ム　
１０７

皆
さ
ん
の
協
力
で
、
狛
江
の

ご
み
が
２
割
減
り
ま
し
た

皆さんの声を手紙・ファクス等でお寄せください。広聴ファクス� （３４８０） ８０８０
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車
検
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
調
布
警
察
署
�

０
４
２
（
４
８
８
）
０
１
１
０

重
点
に
、
短
時
間
の
放
置
駐
車
も

取
り
締
ま
り
ま
す
。

▽
放
置
違
反
金
を
納
付
し
な
い
と
、

　

放
置
駐
車
な
ど
の
駐
車
違
反
は
、

交
通
渋
滞
や
交
通
事
故
の
原
因
と

な
り
、
交
通
社
会
に
大
き
な
迷
惑

を
か
け
て
い
ま
す
。
良
好
な
駐
車

秩
序
を
確
立
す
る
た
め
、
６
月
１

日
か
ら
改
正
道
路
交

通
法
が
施
行
さ
れ
ま

す
。

　

改
正
の
主
な
内
容

は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

▽
車
両
の
所
有
者
な
ど
を
対
象
と

し
た
放
置
違
反
金
の
制
度
が
導
入

さ
れ
ま
す
。

▽
都
内
で
は
、　

区　

署
で
民
間

１２

４３

委
託
が
行
わ
れ
ま
す
。

▽
警
察
官
以
外
に
、
民
間
の
駐
車

監
視
員
も
放
置
駐
車
違
反
の
確
認

を
行
い
ま
す
。

▽
悪
質
・
危
険
・
迷
惑
な
違
反
を

岩戸南３－１先～東和泉４－
９先多摩水道橋

世田谷通り
主要地方道
３号線

重　

点　

路　

線

和泉本町４－１１慈恵第三病院
先～岩戸北４－６先松葉通り
～岩戸北４－１７先二の橋通り
～二ノ橋交差点

一中通り市　　道

岩戸北１－１５先～中和泉１－
２先

本町通り市　　道

調布市国領町２－４先旧甲州
街道国領駅入口交差点～東和
泉１－５先狛江三叉路交差点

狛江通り
主要地方道
１１号線

狛江駅、和泉多摩川駅周辺重
点
地
域
多摩川住宅、都営狛江アパート、神代団地、狛江ハイタ
ウン周辺

■駐車違反取り締まり活動方針

※調布警察署においては上記の路線、地域を重点に取り締ま
り活動を推進します。ただし、違法駐車の状況、駐車苦情、
交通事故の発生状況等を踏まえ、その他の場所においても必
要に応じて違法駐車の取り締まりを行います。
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中
和
泉
３
・
４
丁
目
地
区
に
お

配
り
し
た
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
カ

レ
ン
ダ
ー
の
６
月　

日
�
が
空
欄

３０

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　

日
�
は
、
可
燃
ご
み
の
収
集

３０
を
通
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課
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〔
対
象
〕
市
に
設
立
届
を
提
出
し

て
い
る
町
会
・
自
治
会
・
集
合
住

宅
の
管
理
組
合

〔
交
付
金
額
〕
会
員
１
世
帯
当
た

り
年　

円
５０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
６

月　

日
�
ま
で
に
所
定
の
用
紙
に

１６
記
入
の
う
え
、
市
民
協
働
課
へ
。
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５
月　

日
�
の
作
動
テ
ス
ト
を

３１

終
え
、
震
度
計
の
運
用
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

今
後
、
震
度
４
以
上
の
地
震
を

計
測
し
た
場
合
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
注
意
を
呼
び
か
け
る
た
め
、
防

災
行
政
無
線
に
よ
る
市
内
一
斉
放

送
が
自
動
的
に
行
わ
れ
ま
す
。　

　

ま
た
、
気
象
庁
で
の
登
録
業
務

が
完
了
す
る
６
月　

日
以
降
は
、

２０

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
地
震
速
報
で
、

市
内
の
震
度
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
総
務
防
災
課
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市
で
は
、
経
費
負
担
の
軽
減
や

地
元
企
業
の
活
性
化
を
図
る
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
、
広
報
こ
ま

え
に
広
告
を
掲
載
し
ま
す
。

　

こ
の
広
告
掲
載
の
申
し
込
み
受

け
付
け
、
広
告
版
下
原
稿
の
作
成

等
広
告
掲
載
に
関
す
る
業
務
等
を

取
り
扱
う
代
理
店
を
募
集
し
ま
す
。

〔
応
募
要
件
〕
▽
東
京
電
子
自
治

体
共
同
運
営
電
子
調
達
サ
ー
ビ
ス

に
登
録
し
て
い
る
こ
と
▽
広
報
に

設
け
る
広
告
枠
す
べ
て
に
掲
載
す

る
広
告
を
確
保
で
き
る
こ
と

〔
取
扱
期
間
〕　

月
１
日
号
〜
平

１０

成　

年
４
月
１
日
号

１９
〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
６

月　

日
�
ま
で
に
、
申
請
書
（
市

２０
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
ま
た
は
情
報
課
で
配
布
）
を
情

報
課
へ
。
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都
市
部
の
環
境
で
育
っ
た
狛
江
市

の
小
学
生
に
、
ふ
る
さ
と
友
好
都
市

新
潟
県
川
口
町
の
豊
富
で
雄
大
な
自

然
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
ま
た
、
川

口
町
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
ふ
る
さ
と
自
然

体
験
塾
」
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕８
月
４
日
�
〜
６
日
�（
２

泊
３
日
）

〔
内
容
〕
狛
江
市
と
川
口
町
の
子
ど

も
た
ち
が
一
緒
に
な
っ
て
川
口
町
内

で
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
体
験
を
行
い
ま

す
。
宿
泊
は
既
存
の
宿
泊
施
設
で
は

な
く
、
テ
ン
ト
や
小
学
校
校
舎
等
を

利
用
し
ま
す
。

〔
対
象
〕
市
内
在
住
の
小
学
校
４
〜

６
年
生

〔
定
員
〕　

人
３０

〔
参
加
費
〕
５
�
０
０
０
円
（
予
定
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
６
月

　

日
�
ま
で
に
市
民
協
働
課
へ
。

１６

　

多
摩
各
市
町
村
や
島
し
ょ
、
東
京

都
市
長
会
と
共
同
で
「
子
ど
も
体
験

塾
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事

業
の
一
つ
と
し
て
、「
演
奏
会
と
ス
ポ

ー
ツ
対
談
」
を
行
い
、
夢
実
現
に
向

け
た
努
力
な
ど
、
若
者
た
ち
に
熱
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
届
け
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
後
１
時　

２３

３０

分
（
３
時　

分
終
了
予
定
）

３０

〔
会
場
〕
ア
ミ
ュ
ー
立
川
大
ホ
ー
ル

〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在
学
の
中
学

生
・
高
校
生
（
保
護
者
等
同
伴
可
）

※
未
就
学
児
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

〔
内
容
〕
▽
１
部　

東
京
都
交
響
楽

団
に
よ
る
演
奏
会
▽
２
部　

星
野
仙

一
さ
ん
と
生
島
ヒ
ロ
シ
さ
ん
の
対
談

〔
申
し
込
み
〕６
月　

日
�
ま
で（
消

３０

印
有
効
）
に
、
は
が
き
に
代
表
者
氏

名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
・

参
加
希
望
人
数
と
全
員
の
氏
名
・
学

校
名
・
学
年
（
年
齢
）
を
記
入
の
う

え
、
〒
１
８
３
�
０
０
０
１
府
中
浅

間
郵
便
局
留
子
ど
も
体
験
塾
・
ス
ポ

ー
ツ
対
談
係
へ
（
多
数
抽
選
。
結
果

は
通
知
し
ま
す
）。

※
特
記
事
項
が
あ
る
場
合
は
「
車
い

す
使
用
」
な
ど
と
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
子
ど
も
体
験
塾
事

務
局
�
０
４
２
（
３
８
５
）
３
４
４

８
（
平
日
午
前　

時
〜
午
後
６
時
）

１０
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広報こまえ　平成 １８ 年（２００６ 年）６ 月 １ 日　�
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〔
職
種
〕
高
齢
者
の
相
談
業
務
全

般〔
応
募
資
格
〕社
会
福
祉
士
、保
健

師
、
も
し
く
は
相
談
業
務
経
験
の

あ
る
看
護
師
ま
た
は
介
護
福
祉
士

〔
年
齢
〕
お
お
む
ね　

〜　

歳

２５

５５

〔
募
集
人
員
〕
１
人

〔
任
用
期
間
〕
７
月
１
日
〜
平
成

　

年
３
月　

日
（
必
要
に
応
じ
て

１９

３１

任
用
期
間
を
更
新
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
）

〔
勤
務
時
間
〕
午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
５
時　

分
１５

〔
勤
務
場
所
〕
市
役
所
お
よ
び
市

内
訪
問
先

〔
応
募
方
法
〕
市
販
の
履
歴
書
に

写
真
を
添
付
し
た
も
の
お
よ
び
資

格
証
明
書
を
６
月
９
日
�
ま
で
に

必
ず
本
人
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
職
員
課

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
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���������������
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�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
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狛
江
市
社
会
教
育
関
係
団
体
に

対
す
る
補
助
金
交
付
要
綱
に
基
づ

き
、
活
動
援
助
の
一
部
と
し
て
、

予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

〔
対
象
〕
▽
事
業
補
助
（
年
間
の

活
動
の
中
か
ら
、
市
民
を
対
象
と

し
た
一
事
業
）
▽
育
成
補
助
（
年

間
活
動
を
行
う
青
少
年
育
成
団
体

に
対
し
て
の
活
動
費
）

〔
補
助
対
象
費
目
〕
報
償
費
（
謝

礼
等
）、
需
用
費
（
印
刷
関
係
・
消

耗
品
類
）、役
務
費（
通
信
運
搬
費
）、

使
用
料
お
よ
び
賃
借
料
。
こ
れ
ら

に
該
当
す
る
申
請
額
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
〕
６
月

　

日
�
ま
で
に
所

２３定
の
用
紙
に
記
入

の
う
え
、
社
会
教

育
課
へ
。
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狛
江
市
市
民
福
祉
推
進
委
員
は
、

福
祉
計
画
の
策
定
お
よ
び
改
定
、

市
民
福
祉
の
推
進
お
よ
び
そ
の
調

整
に
係
る
重
要
事
項
に
関
す
る
こ

と
等
に
つ
い
て
、
調
査
・
審
議
・

報
告
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
意

見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
機
関

で
す
。

　

な
お
、
会
議
は
原
則
平
日
夜
間
、

年
３
回
程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
作
業
委
員
会
を
数
回
実
施
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

〔
応
募
資
格
〕　

歳
以
上
の
市
内

２０

在
住
・
在
勤
者
で
市
内
の
福
祉
推

進
に
関
心
の
あ
る
方

〔
募
集
人
員
〕
５
人
以
内

〔
応
募
方
法
〕
６
月　

日
�
ま
で

１５

に
論
文「
福
祉
に
つ
い
て
」（
健
康
・

高
齢
・
児
童
・
障
害
の
う
ち
一
つ

を
選
択
）
を
提
出

〔
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
〕
社
会

福
祉
課
へ
。

�

�

�

�

�

�

�

�

	




�

�




�

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前
９
時
〜

２５

午
後
１
時

〔
開
設
窓
口
〕
市
民
課
・
課
税
課
・

収
納
課
・
保
険
年
金
課
・
社
会
福
祉

課
・
高
齢
福
祉
課
・
児
童
福
祉
課

※
取
扱
業
務
や
必
要
書
類
等
は
、
事

前
に
担
当
課
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
経
営
室

 　

平
成　

年
度
市
・
都
民
税
の
納
税

１８

通
知
書
（
普
通
徴
収
）
を
６
月
６
日

�
に
送
付
し
ま
す
。
た
だ
し
、
特
別

徴
収
（
給
与
天
引
き
）
の
方
、
非
課

税
の
方
に
は
送
付
し
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
税
制
改
正
に
伴
い　

歳
以

６５

上
の
方
の
優
遇
税
制
が
一
部
廃
止
さ

れ
る
な
ど
、
老
年
者
に
対
す
る
税
制

が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
今
ま
で
市
・
都
民
税
が
非
課

税
だ
っ
た
方
で
も
、
多
く
の
方
が
課

税
の
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
・
都
民
税
の
申
告
が
済

ん
で
い
な
い
方
に
は
、
課
税
・
非
課

税
証
明
書
の
発
行
が
で
き
な
い
だ
け

で
な
く
、
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

措
置
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
至

急
課
税
課
で
申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
課
税
課

 　

毎
年　

月
に
○乳
 

医
療
証
を
更
新
し

１０

ま
す
。

　

現
況
届
の
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
が
、
住
所
・
氏
名
・
健
康
保
険
等

市
・
都
民
税
の
納
税
通
知
書

を
送
付
し
ま
す

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の

更
新
手
続
き

に
変
更
が
あ
り
、
届
け
出
が
お
済
み

で
な
い
方
は
、
変
更
の
届
け
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
１
月
２
日
以
降
市
内
に
転

入
し
た
方
は
「
平
成　

年
度
住
民
税

１８

課
税
証
明
書
」
等
の
提
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

方
に
は
６
月
上
旬
に
「
お
知
ら
せ
」

を
送
付
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

 　

毎
秋
、
暮
ら
し
の
中
の
身
の
回
り

の
こ
と
を
振
り
返
っ
て
考
え
直
す
啓

発
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
く
ら
し
フ
ェ

ス
タ
こ
ま
え
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
消
費
者
を
取
り
巻
く
問
題

は
多
様
化
・
複
雑
化
し
て
き
て
い
る

の
が
実
状
で
す
。
社
会
の
発
展
に
伴

い
生
活
が
急
速
に
便
利
に
な
っ
た
反

面
、
特
に
急
増
し
て
い
る
「
不
当
・

架
空
請
求
等
の
悪
質
商
法
に
よ
る
問

題
」、「
ご
み
の
問
題
」、「
食
生
活
の

問
題
」、「
環
境
の
問
題
」、「
福
祉
の

問
題
」
等
、
消
費
者
に
は
新
た
な
問

題
が
次
か
ら
次
へ
と
多
発
し
て
き
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
、
消
費
者

自
身
の
「
自
己
責
任
」
が
問
わ
れ
て

お
り
、
今
ま
で
以
上
に
消
費
者
・
事

業
者
・
行
政
が
積
極
的
に
連
携
し
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
消
費
者
問
題
に
関
心

が
あ
り
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
・

団
体
・
個
人
の
方
な
ど
、
日
ご
ろ
の

研
究
・
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
場

と
し
て
、
ま
た
、
こ
の
機
会
に
活
動

を
始
め
た
い
方
、
ぜ
ひ
一
緒
に
考
え
、

行
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

く
ら
し
フ
ェ
ス
タ
こ
ま
え
実

行
委
員
を
募
集
し
ま
す

今
月
の
日
曜
窓
口

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
６
月

　

日
�
ま
で
に
産
業
生
活
課
へ
。

１４
 　

児
童
手
当
・
児
童
育
成
手
当
を
受

給
し
て
い
る
方
は
、
手
当
の
支
給
要

件
確
認
の
た
め
に
、
毎
年
６
月
に
現

況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

現
況
届
の
用
紙
は
、
６
月
上
旬
に

発
送
予
定
で
す
。

　

な
お
、
現
況
届
を
期
限
ま
で
に
提

出
し
な
い
と
手
当
の
支
給
が
遅
れ
た

り
、
停
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
平
成　

年
４
月
か
ら
の
児
童
手
当

１８

制
度
改
正
該
当
者
で
、
す
で
に
新
規

申
請
書
を
届
け
出
済
み
の
方
は
、
こ

の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
６
月
か
ら
の
所
得
限
度
額
は
別
表

の
と
お
り
で
す
。

〔
受
付
期
間
〕
６
月　

日
�
〜　

日

１２

２３

�
の
平
日
・　

日
�
（　

日
�
は
午

２５

２５

前
９
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で
受
け
付

け
）

 
〔
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
福
祉
課

 　

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、

児
童
手
当
・
児
童
育
成
手
当
の

現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

■児童手当・児童育成手当所得限度額表

児童育成
手当

特例給付
（厚生年金に
加入の方）

児童手当扶養親族等の数

３,６８４,０００円５,４００,０００円４,６８０,０００円０人

４,０６４,０００円５,７８０,０００円５,０６０,０００円１人

４,４４４,０００円６,１６０,０００円５,４４０,０００円２人

３８０,０００円加算
３人以上

１人増すごとに

※一律控除８０,０００円加算済み。ほかに医療費控除等各控除あり。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
年
金

個
人
情
報
が
確
認
で
き
ま
す

今
ま
で
の
年
金
加
入
履
歴
や
年
金
の

納
付
状
況
等
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望
す

る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
し
込
み
、
社
会
保
険
庁
か

ら
郵
送
す
る
ユ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス

ワ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

〔
対
象
〕
国
民
年
金
お
よ
び
厚
生
年

金
保
険
の
被
保
険
者
ま
た
は
被
保
険

者
で
あ
っ
た
方
（
老
齢
基
礎
・
老
齢

厚
生
年
金
の
裁
定
済
み
の
方
、
共
済

組
合
の
組
合
員
は
除
く
）

〔
確
認
で
き
る
情
報
〕
▽
公
的
年
金

の
加
入
制
度
▽
事
業
所
名
称
▽
資
格

取
得
・
喪
失
年
月
日
▽
加
入
月
数
▽

国
民
年
金
の
納
付
済
月
数
、
免
除
月

数
、
学
生
納
付
特
例
月
数
▽
厚
生
年

金
保
険
の
加
入
月
数
、
期
間
▽
厚
生

年
金
保
険
期
間
中
の
標
準
報
酬
月
額
、

標
準
賞
与
額
等

※
こ
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
年
金
見
込

額
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
▽
年
金
個
人
情
報

提
供
サ
ー
ビ
ス
の
操
作
方
法
等
は
、

社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
記
録
管
理

部
記
録
提
供
課
�
０
４
２
２
（　

）
７６

１
１
５
５
▽
年
金
記
録
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
�
０

５
７
０
（　

）
１
１
６
５

０５

 　

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、　

歳
以

５０

上
の
方
を
対
象
に
、
ご
自
身
の
年
金

の
加
入
記
録
に
基
づ
い
た
年
金
見
込

額
試
算
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
や
社

会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
年
金

見
込
額
試
算
を
申
し
込
む
こ
と
が
可

能
で
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
申
し
込
む
場
合
は
、
結
果
が

届
く
ま
で
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
あ

年
金
見
込
額
試
算
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル
�
０
５
７
０
（　

）
１
１
６
５

０５

 　

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
本
人
の

年
金
請
求
や
年
金
記
録
に
関
す
る
相

談
は
、
原
則
的
に
本
人
に
対
し
て
の

み
行
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
本
人
の
依
頼
が
あ
れ
ば
、

家
族
や
友
人
の
方
で
も
年
金
請
求
や

年
金
に
関
す
る
相
談
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

そ
の
際
は
、
本
人
の
基
礎
年
金
番

号
ま
た
は
本
人
の
年
金
証
書
に
記
載

さ
れ
て
い
る
基
礎
年
金
番
号
・
年
金

コ
ー
ド
、
本
人
の
住
所
・
氏
名
・
生

年
月
日
・
依
頼
内
容
お
よ
び
依
頼
す

る
方
の
住
所
・
氏
名
・
本
人
と
の
関

係
を
記
入
し
、
身
分
証
明
書
を
持
参

の
う
え
、
本
人
が
署
名
押
印
し
た
委

任
状
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　
〔
問
い
合
わ
せ
〕府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２（
３
６
１
）１
０
１
１

 　

６
月
４
日
�
か
ら　

日
�
ま
で
は

１０

危
険
物
安
全
週
間
で
す
。

　

危
険
物
は
、
ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
・

軽
油
な
ど
の
ほ
か
、
身
近
な
も
の
で

は
、
マ
ニ
キ
ュ
ア
や
除
光
液
・
接
着

剤
・
殺
虫
剤
・
防
水
ス
プ
レ
ー
な
ど

も
含
ま
れ
ま
す
。

　

火
気
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
使
用

し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
捨
て
る
と
き
は
完
全
に
使
い
切

り
、
穴
を
開
け
な
い
で
捨
て
ま
し
ょ

う
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕狛
江
消
防
署
�（
３

４
８
０
）０
１
１
９

本
人
以
外
の
家
族
等
の
方
が
年

金
相
談
等
を
す
る
時
の
お
願
い

危
険
物
安
全
週
間
〜
危
険
物

　

心
の
ゆ
だ
ん
が　

事
故
の

も
と
〜



���������	
��

�����

��
�
�
�

�

�

�

�

�������������������������������������������������������������������������������������

�������������������������������������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

 
▽
都
市
計
画
変
更
案
お
よ
び
環
境
影

響
評
価
準
備
書
の
縦
覧　

〔
日
時
〕
６
月
２
日
�
〜
７
月
１
日

�
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
・
日

曜
日
を
除
く
）

〔
縦
覧
場
所
〕
計
画
課
ま
た
は
東
京

都
都
市
整
備
局
都
市
計
画
課

▽
説
明
会　

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
後
７
時
〜

２２

９
時

〔
会
場
〕
第
五
小
学
校

▽
意
見
書
の
提
出

　

住
所
・
氏
名
・
都
市
計
画
変
更
案

の
名
称
お
よ
び
環
境
影
響
評
価
準
備

書
の
名
称
・
意
見
を
記
入
の
う
え
、

〒
１
６
３
�
８
０
０
１
新
宿
区
西
新

宿
２
�
８
�
１
東
京
都
都
市
整
備
局

都
市
計
画
課
へ
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
都
都
市
整
備

局
街
路
計
画
課
�
（
５
３
８
８
）
３

２
７
９

 
〔
対
象
〕
５
月
１
日
以
降
引
き
続
き

都
内
に
住
み
、
私
立
高
等
学
校
（
全

日
制
課
程
・
昼
間
定
時
制
課
程
）、
私

立
中
等
教
育
学
校
後
期
課
程
、
私
立

盲
・
ろ
う
・
養
護
学
校
高
等
部
、
私

立
高
等
専
門
学
校
（
１
〜
３
年
）、
お

よ
び
私
立
専
修
学
校
高
等
課
程
の
在

学
生
の
保
護
者
で
、
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
方（
助
成
額
年
額　

万
４
�

１６

０
０
０
円
）、
住
民
税
が
非
課
税
、
均

等
割
の
み
の
方
（
助
成
額
年
額　

万
１２

３
�
０
０
０
円
）、
住
民
税
が
一
定
額

以
下
の
方
（
助
成
額
年
額
８
万
３
�

「
東
京
外
か
く
環
状
道
路
」

の
都
市
計
画
変
更
案
お
よ
び

環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
縦

覧
と
説
明
会

東
京
都
私
立
高
等
学
校
等
授

業
料
軽
減
助
成
申
請
の
受
け

付
け

老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
て
受
け

ら
れ
る
付
加
年
金
が
あ
り
ま
す
。

　

付
加
年
金
は
２
０
０
円
×
付
加
年

金
保
険
料
納
付
月
数
と
し
て
計
算
し

ま
す
の
で
、
例
え
ば
、　

カ
月
付
加

１０

保
険
料
を
納
付
す
る
と
、
２
０
０
円

×　

カ
月
＝
２
�
０
０
０
円
（
年
額
）

１０
が
付
加
年
金
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
付
加
保
険
料
は
国
民
年
金

第
１
号
被
保
険
者
（
保
険
料
の
免
除

を
受
け
て
い
る
方
お
よ
び
国
民
年
金

基
金
加
入
者
の
方
を
除
く
）
の
方
の

み
、
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
付
加
保
険
料
は
、
申
し
込

ん
だ
月
分
か
ら
の
納
付
と
な
り
ま
す

の
で
、
希
望
す
る
方
は
、
お
早
め
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２（
３
６
１
）１
０
１
１

 　

平
成　

年
７
月
か
ら
、
全
額
免
除

１７

ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
に
つ

い
て
、
申
請
し
承
認
さ
れ
た
場
合
、

（
失
業
ま
た
は
災
害
を
事
由
と
す
る

特
例
承
認
は
除
く
）
翌
年
度
以
降
も

引
き
続
き
申
請
を
行
う
こ
と
を
あ
ら

か
じ
め
申
し
出
て
い
た
だ
く
と
、
翌

年
度
以
降
の
申
請
が
省
略
で
き
ま
す
。

　

平
成　

年
７
月
以
降
に
、
全
額
免

１７

除
ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
を

申
請
し
承
認
さ
れ
、
翌
年
度
以
降
も

継
続
し
て
申
請
す
る
こ
と
を
申
し
出

て
い
た
方
は
、
平
成　

年
度
の
申
請

１８

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
毎
年
、
全
額
免
除
、
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
に
該
当
す
る
か

要
件
審
査
を
行
い
、
審
査
の
結
果
、

却
下
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２（
３
６
１
）１
０
１
１

全
額
免
除
・
若
年
者
納
付
猶

予
制
度
の
申
請
が
簡
素
化
で

き
ま
す

　

免
除
制
度
は
、
今
ま
で
全
額
免
除

と
半
額
納
付
制
度
（
半
額
免
除
）
だ

け
で
し
た
が
、
平
成　

年
７
月
か
ら
、

１８

新
た
に
４
分
の
１
納
付
制
度
と
４
分

の
３
納
付
制
度
が
追
加
さ
れ
、
全
額

免
除
と
３
段
階
の
一
部
納
付
制
度
に

変
わ
り
ま
す
。

　

こ
の
免
除
制
度
は
、
本
人
・
配
偶

者
お
よ
び
世
帯
主
の
前
年
の
所
得
が

一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、
申
請
し

て
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
老

齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
資

格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
額
の
計

算
に
あ
た
っ
て
は
、
保
険
料
を
全
額

納
付
し
た
場
合
に
比
べ
て
、
４
分
の

１
納
付
期
間
は
「
２
分
の
１
」、
半
額

納
付
期
間
は
「
３
分
の
２
」、
４
分
の

３
納
付
期
間
は
「
６
分
の
５
」
と
し

て
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
一
部
納
付
額
が
未
納
で
あ

る
期
間
は
、
免
除
が
無
効
と
な
り
、

年
金
受
給
資
格
期
間
へ
の
算
入
と
年

金
額
へ
の
反
映
は
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
承
認
を
受
け
て
か
ら　

年
１０

ま
で
の
間
で
あ
れ
ば
、
免
除
と
な
っ

た
期
間
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
保
険
料
免
除
の
承
認
を

受
け
た
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度

目
以
降
に
保
険
料
を
納
付
す
る
場
合

は
、
経
過
し
た
期
間
に
応
じ
て
、
一

定
の
額
が
保
険
料
に
加
算
さ
れ
ま
す

（
追
納
）。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２（
３
６
１
）１
０
１
１

 　

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
は
、
物
価

の
伸
び
（
消
費
者
物
価
指
数
の
変
動

率
）
に
応
じ
て
年
金
額
を
改
定
す
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
の
年
平
均
の
消
費
者
物

１７

価
指
数
が
、対
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
０
・

３
％
で
あ
っ
た
た
め
、
平
成　

年
度

１８

の
年
金
額
は
、
平
成　

年
度
の
年
金

１７

額
よ
り
０
・
３
％
少
な
い
「
年
額　
７９

万
２
�
１
０
０
円
（
老
齢
基
礎
年
金

額
）」
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
４
月
分
か
ら
新

１８

し
い
年
金
額
と
な
り
ま
す
の
で
、
６

月
の
定
期
支
払
い
分
か
ら
変
わ
り
ま

す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２（
３
６
１
）１
０
１
１

 　

国
民
年
金
に
は
、
月
々
の
定
額
の

保
険
料
に
４
０
０
円（
付
加
保
険
料
）

を
加
え
て
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、

平
成　

年
度
の
年
金
額
が
６
月

１８

支
払
い
分
か
ら
変
わ
り
ま
す

付
加
年
金
を
ご
存
じ
で
す
か

平
成　

年
７
月
か
ら
国
民
年
金

１８

の
免
除
制
度
が
変
わ
り
ま
す

０
０
０
円
）

〔
申
請
受
付
〕
▽
郵
送
６
月　

日
�

１４

〜
７
月　

日
�
▽
窓
口
７
月　

日

２２

１４

�
・　

日
�
・　

日
�
・　

日
�

１５

２７

２８

〔
申
請
書
の
配
布
〕
６
月
初
旬
に
在

学
し
て
い
る
学
校
か
ら
配
布

〔
問
い
合
わ
せ
〕
在
学
校
ま
た
は
�

東
京
都
私
学
財
団
�
（
５
２
０
６
）

７
９
２
５

 　

雨
期
に
向
か
う
６
月
を
「
浸
水
対

策
強
化
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
施
設
の
安
全
性
の
確
保
と

市
民
の
皆
さ
ん
の
防
災
意
識
の
向
上

を
図
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
の
雨
が
一
目
で
わ
か

る
「
東
京
ア
メ
ッ
シ
ュ
」
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.gesui.m

etro.tokyo.jp/

）
で
公
開
し
て
い

ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
流
域
下
水
道
本
部

�
０
４
２
（
５
２
７
）
４
８
２
８

 
�
テ
ー
マ
型
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
支

援
審
査
会

〔
日
時
〕
６
月
４
日
�
午
後
２
時
か

ら〔
会
場
〕
狛
江
市
役
所
小
田
急
線
高

架
下
分
室
１
０
３
、
１
０
４
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
計
画
課

�
狛
江
市
選
挙
管
理
委
員
会

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前　

時
か

１５

１０

ら〔
会
場
〕
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

※
傍
聴
は
先
着
３
人
ま
で

〔
問
い
合
わ
せ
〕
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局 浸

水
ゼ
ロ
・
安
全
・
快
適
下
水
道

〜
６
月
１
日
か
ら　

日
ま
で
は

３０

浸
水
対
策
強
化
月
間
で
す
〜

■免除の対象となる所得の目安（平成１８年度）

年金額の
計算

一部納付額所得の目安

免除等種類 （月額）※４人世帯※２人世帯単　身

３分の１���１６２万円９２万円５７万円全額免除

２分の１３,４７０円２３０万円１４２万円９３万円４分の１納付

３分の２６,９３０円２８２万円１９５万円１４１万円半額納付

６分の５１万４００円３３５万円２４７万円１８９万円４分の３納付

※ 「２人世帯」は、夫婦のみで、夫婦のどちらかに所得がある場合
※「４人世帯」は、夫婦と子ども２人の場合で、夫婦のどちらかに所得があり、子
どもは１６歳未満の場合

■
裁
判
員
制
度
っ
て
な
あ
に
？

　

国
民
の
皆
さ
ん
に
裁
判
員
と
し

て
刑
事
裁
判
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

被
告
人
が
有
罪
か
ど
う
か
、
有
罪

の
場
合
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
か

を
裁
判
官
と
一
緒
に
決
め
て
も
ら

う
制
度
で
す
。

■
ど
う
し
て
導
入
す
る
の
？

　

国
民
の
皆
さ
ん
が
刑
事
裁
判
に

参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
裁
判
が

身
近
で
分
か
り
や
す
い
も
の
と
な

り
、
司
法
に
対
す
る
国
民
の
皆
さ

ん
の
信
頼
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
い
つ
始
ま
る
の
？

　
「
裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁

判
に
関
す
る
法
律
」
の
公
布
の
日

（
平
成　

年
５
月　

日
）
か
ら
５

１６

２８

年
以
内
に
裁
判
員
制
度
が
実
施
さ

れ
る
予
定
で
す
。

■
ど
う
や
っ
て
選
ば
れ
る
の
？

�
選
挙
権
の
あ
る
人
の
中
か
ら
、

翌
年
の
裁
判
員
候
補
者
と
な
る
人

を
毎
年
抽
選
で
選
び
、
裁
判
所
ご

と
に
裁
判
員
候
補
者
名
簿
を
作
り

ま
す
。

�
事
件
ご
と
に
、
名
簿
の
中
か
ら

さ
ら
に
抽
選
で
そ
の
事
件
の
裁
判

員
候
補
者
を
選
び
ま
す
。
選
ば
れ

た
方
に
は
、
裁
判
所
に
お
越
し
い

た
だ
く
日
時
等
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

�
裁
判
長
か
ら
、
被
告
人
や
被
害

者
と
関
係
が
な
い
か
ど
う
か
、
不

公
平
な
裁
判
を
す
る
恐
れ
が
な
い

か
ど
う
か
、
辞
退
希
望
が
あ
る
場

合
は
そ
の
理
由
な
ど
に
つ
い
て
質

問
さ
れ
ま
す
。
検
察
官
や
弁
護
人

は
、
そ
の
質
問
の
結
果
な
ど
を
も

と
に
裁
判
員
候
補
者
か
ら
除
外
さ

れ
る
べ
き
人
を
指
名
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

�
除
外
さ
れ
な
か
っ
た
候
補
者
か

ら
、
裁
判
員
が
選
ば
れ
ま
す
。

■
ど
ん
な
仕
事
を
す
る
の
？

▽
裁
判
員
に
選
ば
れ
た
ら
、
裁
判

官
と
一
緒
に
、
刑
事
事
件
の
法
廷

（
公
判
）
に
立
ち
会
い
、
判
決
ま

で
関
与
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

公
判
は
、
連
続
し
て
開
か
れ
ま
す
。

公
判
で
は
、
証
拠
書
類
を
取
り
調

べ
る
ほ
か
、
証
人
や
被
告
人
に
対

す
る
質
問
が
行
わ
れ
ま
す
。
裁
判

員
か
ら
、
証
人
等
に
質
問
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。　

▽
証
拠
を
す
べ
て
調
べ
た
ら
、
今

度
は
、
事
実
を
認
定
し
、
被
告
人

が
有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪
だ
と
し

た
ら
ど
ん
な
刑
に
す
る
べ
き
か
を

裁
判
官
と
一
緒
に
議
論
し（
評
議
）、

決
定
す
る
（
評
決
）
こ
と
に
な
り

ま
す
。
評
議
を
尽
く
し
て
も
、
意

見
の
全
員
一
致
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
と
き
、
評
決
は
、
多
数
決
に
よ

り
行
わ
れ
ま
す
。
有
罪
か
無
罪
か
、

有
罪
の
場
合
の
刑
に
関
す
る
裁
判

員
の
意
見
は
、
裁
判
官
と
同
じ
重

み
を
持
ち
ま
す
。　

▽
評
決
内
容
が
決
ま
る
と
、
法
廷

で
裁
判
長
が
判
決
を
宣
告
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

※
裁
判
員
制
度
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.saibanin.c

ourts.go.jp/

）
も
ご
覧
く
だ
さ

い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
地
方
裁
判

所
総
務
課
広
報
係
�（
３
５
８
１
）

２
２
９
５

�

�

�

�

�

�

�

	




�

�






広報こまえ　平成 １８ 年（２００６ 年）６ 月 １ 日　�
 

■
３
・
４
カ
月
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
受
付
時
間
は

２１

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
２
月
生
ま
れ
の
乳
児〔
持
ち
物
〕

１８母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証

※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

 
■
集
団
が
ん
検
診

　

７
〜
９
月
分
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

〔
日
時
〕
▽
女
性
７
月　

日
�
・　

１８

１９

日
�
・　

日
�
、
９
月
７
日
�
･
８

２１

日
�
・　

日
�
・　

日
�
▽
男
性
７

１１

１３

月　

日
�
、
９
月
６
日
�
・　

日
�

２０

１２

午
前
８
時　

分
・
９
時
・
９
時　

分
・

３０

３０

　

時
か
ら
の
４
回
〔
検
診
内
容
〕
胃

１０が
ん
・
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
、

骨
密
度
測
定
（
骨
密
度
測
定
は
、　
７０

歳
ま
で
の
女
性
の
み
）〔
対
象
〕
市
内

在
住
で
男
性　

歳
以
上
、
女
性　

歳

３５

３０

以
上
の
方
（
会
社
等
で
検
診
の
機
会

の
あ
る
人
を
除
く
）〔
会
場
〕
あ
い
と

ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
定
員
〕
各
日　

人
２９

〔
申
し
込
み
〕６
月　

日
�
ま
で（
消

１６

印
有
効
）
に
往
復
は
が
き
（
１
人
１

枚
）
に
記
入
例
の
よ
う
に
書
い
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　

日
�
あ
い

２０

と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
２
０
１
会
議
室
で

午
前　

時
か
ら
公
開
抽
選
を
行
い
ま

１０

す
。
結
果
は
、
は
が
き
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

※
Ｘ
線
検
査
が
あ
り
ま
す
の
で
妊
娠

中
の
方
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕 
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

 
■
急
性
灰
白
髄
炎
（
ポ
リ
オ
）
予
防

接
種

　

冊
子
「
予
防
接

種
と
子
ど
も
の
健

康
」
や
「
予
防
接

種
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
を
よ
く
読
ん

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
〜　

日
�
午

２６

２８

後
１
時　

分
〜
２
時　

分
〔
会
場
〕

２０

２０

あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕

母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票
〔
対
象
年

齢
〕生
後
３
カ
月
〜
７
歳
６
カ
月（
６

週
間
以
上
の
間
隔
で
２
回
服
用
）〔
標

準
的
な
接
種
年
齢
〕
生
後
３
〜　

カ
１８

月〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

 
■
毎
月
第
２
・
４
木
曜
日
は
国
保
加

入
者
の
た
め
の
健
康
相
談

　

保
健
師
と
栄
養
士
が
、
健
康
や
食

事
な
ど
に
関
す
る
悩
み
や
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
人
間
ド
ッ
ク
等
の
結
果
票

な
ど
が
あ
れ
ば
、
健
康
状
態
が
把
握

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

〔
日
時
〕
６
月
８
日
�
・　

日
�
午

２２

前
９
時　

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕

３０

１１

３０

市
役
所
２
階
フ
ロ
ア
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

■
フ
ロ
ア
ー
・
出
張
健
康
相
談
〜
育

児
相
談
も
お
気
軽
に
〜

　

自
分
や
家
族
の
健
康
・
食
事
・
子

育
て
の
こ
と
等
を
保
健
師
・
管
理
栄

養
士
等
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
・
会
場
〕
▽
６
月　

日
�
午

１６

前
９
時　

分
〜　

時　

分
、
あ
い
と

３０

１１

３０

ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
▽　

日
�
午
後
２
時

１９

〜
４
時
、
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

■
育
児
相
談

　

育
児
に
関
す
る
悩
み
や
相
談
、
お

母
さ
ん
自
身
の
心
や
体
の
こ
と
等
を

保
健
師
・
管
理
栄
養
士
・
歯
科
衛
生

士
等
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
（
お
子
さ
ん
の
身

長
、
体
重
も
測
れ
ま
す
）。

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前
９
時　

１４

３０

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

１１

３０

あ
セ
ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康

手
帳

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

■
無
料
健
康
相
談

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
後
１
時　

１５

３０

分
〜
２
時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

３０

あ
セ
ン
タ
ー
〔
科
目
〕
内
科
・
眼
科

〔
問
い
合
わ
せ
〕
医
師
会
事
務
所
�

（
３
４
８
８
）
２
２
６
７

■
歯
科
無
料
相
談

〔
日
時
〕
６
月
９

日
�
午
後
１
時
〜

２
時　

分〔
会
場
〕

３０

あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
歯
科
医
師
会
事
務

所
�
（
３
４
８
８
）
７
７
１
１

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
ひ
ま
わ
り

　
　

�
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トh

ttp
:

//w
w
w
.h
im
aw
ari.m

etro.tokyo.jp/

〔
診
療
日
〕
４
日
・　

日
・　

日
・

１１

１８

　

日
２５〔

受
付
時
間
〕
午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

〔
診
療
日
〕
月
〜
金
曜
日
（
当
院

の
休
診
日
は
除
く
）

〔
受
付
時
間
〕午
後
７
時
〜
９
時

　

分
３０〔

対
象
〕　

歳
以
下
の
急
病
の
お

１５

子
さ
ん

○
慈
恵
第
三
病
院
内
「
狛
江
・
調

布
小
児
初
期
救
急
平
日
準
夜
間

診
察
室
」

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
受
診

　
　

�
（
３
４
８
８
）
２
０
６
１

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
�

���
�
�
�
�
�

�

�

�

�

�����������������������������������������������

�����������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
改
善
を

目
的
と
し
た
「
健
康
運
動
セ
ミ
ナ

ー
」
第
２
期
（
８
〜　

月
実
施
）

１０

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

健
康
診
断
の
結
果
や
、
日
ご
ろ

の
食
生
活
・
運
動
な
ど
の
健
康
状

態
お
よ
び
体
力
測
定
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
総
合
判
定
し
個
人
の
状

態
に
合
わ
せ
た
運
動
計
画
を
作
成
、

そ
の
計
画
に
基
づ
い
て
運
動
を
指

導
し
ま
す
。

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
対
象
〕　

歳
以
上
の
市
民
（
病

４０

気
や
け
が
な
ど
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
目
的
の
利
用
や
、心
疾
患
・

脳
血
管
障
害
な
ど
の
病
気
を
し
た

方
な
ど
、
身
体
の
状
態
に
よ
っ
て

は
ご
参
加
い
た
だ
け
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
）

〔
定
員
〕
各
コ
ー
ス　

人
（
平
成

１６

　

年
度
参
加
の
方
は
申
し
込
み
で

１７き
ま
せ
ん
）
定
員
を
超
え
た
時
は
、

６
月　

日
�
午
前　

時
か
ら
あ
い

１９

１０

と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
２
０
１
会
議
室

で
公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
。
結
果

は
当
日
電
話
で
連
絡
し
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　
１６

日
�
ま
で
に
健
康
課
�
（
３
４
８

８
）
１
１
８
１
へ
。

�
�
�
�
�
�
�
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■健康運動セミナー

時　　間曜　　日コース

午前１０時～正午火・金曜日
（全２２回）Ａ

午後１時～３時

火・金曜日
（全２２回）Ｂ

水曜日
（全１０回）Ｃ

午前１０時～正午日曜日
（全１０回）Ｄ

※第３期以降の募集は８月、１１月です。

第２期
募 集

�
�
�
�
�
�
�
	


�
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トレーナーの方が笑顔で教えてくれます

みんなで楽しく健康になりましょう
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■
６
月
の
古
民
家
園

▽
む
い
か
ら
子
ど
も
行
事
・
子
ど
も

料
理
教
室
「
蒸
し
菓
子 
小  
男  
鹿 
」　

さ 
お 
し
か

〔
日
時
〕　

日
�
午
前　

時
〜
正
午

１０

１０

〔
対
象
〕
小
学
校
３
年
生
以
上
（
保

護
者
の
同
伴
も
可
）〔
定
員
〕　

人
１５

〔
指
導
〕
岩
間
正
隆
さ
ん
〔
持
ち
物
〕

三
角
巾
・
エ
プ
ロ
ン
〔
内
容
〕
だ
ん

ご
粉
と
さ
ら
し
あ
ん
で
作
り
、
か
ま

ど
で
ふ
か
し
ま
す
。

▽
「
む
い
か
ら
民
家
園
で
聞
く
朗
読

会
」　

〔
日
時
〕　

日
�
午
後
５
時
〜

２４

６
時　

分
〔
定
員
〕
先
着　

人
〔
朗

４５

５０

読
〕
藤
田
恒
美
さ
ん
、
佐
藤
昇
さ
ん

〔
演
目
〕「
家
守
綺
譚
」（
梨
木
香
歩

作
）、「
神
無
月
」（
宮
部
み
ゆ
き
作
）

〔
持
ち
物
〕
履
物
を
入
れ
る
袋

▽
む
い
か
ら
子
ど
も
行
事
「
コ
ロ
コ

ロ
染
め
」　

〔
日
時
〕　

日
�
午
前　

２５

１０

時
〜
正
午
〔
対
象
〕
子
ど
も
（
幼
児

は
保
護
者
同
伴
）〔
定
員
〕　

人
〔
指

１５

導
〕
山
本
八
郎
さ
ん
〔
内
容
〕
木
の

葉
を
集
め
に
行
き
、
ロ
ー
ラ
ー
で
和

紙
に
染
め
て
し
お
り
等
を
作
り
ま
す
。

※
定
員
の
あ
る
行
事
は
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
む
い

か
ら
民
家
園
�
（
３
４
８
９
）
８
９

８
１
（
水
・
木
曜
日
は
休
園
）
へ
。

■
農
業
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ラ
リ
ー

〔
日
時
〕
７
月
８
日
�
午
前
８
時
〜

午
後
１
時（
雨
天
決
行
）〔
集
合
場
所
〕

■
そ
ば
打
ち
教
室

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前　

時
か

１８

１０

ら
〔
対
象
〕
成
人
〔
定
員
〕
先
着　
１６

人
〔
講
師
〕
廣
田
憲
三
さ
ん
〔
参
加

費
〕
１
�
０
０
０
円
〔
持
ち
物
〕
エ

プ
ロ
ン
・
手
拭
き
タ
オ
ル
・
ふ
き
ん
・

三
角
巾

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
日

�
午
前
９
時
か
ら
岩
戸
地
域
セ
ン
タ

ー
�
（
３
４
８
８
）
７
０
４
０
へ
。

■
「
狛
江
水
辺
の
楽
校
」
６
月
行
事

▽
全
国
一
斉
水
質
調
査
に
参
加
し
よ

う　
〔
日
時
〕４
日
�
午
前　

時
〜
正

１０

午
、
ク
ル
ミ
村
集
合
〔
講
師
〕
岩
間

正
隆
さ
ん
（
狛
江
の
環
境
を
考
え
る

会
）〔
持
ち
物
〕
筆
記
用
具
・
弁
当
・

水
筒
※
草
地
を
歩
け
る
服
装
で
。

▽
オ
イ
カ
ワ
の
産
卵
床
を
つ
く
ろ
う

　
〔
日
時
〕　

日
�
午
前　

時
〜
正
午
、

１１

１０

ク
ル
ミ
村
集
合
〔
講
師
〕
山
崎
充
哲

さ
ん（
多
摩
川
ク
ラ
ブ
）〔
持
ち
物
〕弁

当
・
水
筒
※
川
に
入
れ
る
服
装
と
靴

で
。

▽
第
７
回
「
多
摩
川
ホ
タ
ル
を
と
ば

そ
う
会
」　

〔
日
時
〕　

日
�
午
後
７

１７

時　

分
〜
９
時
、ク
ル
ミ
村
集
合〔
講

３０
師
〕
赤
羽
眞
さ
ん
（
ホ
タ
ル
愛
好
家
）

〔
内
容
〕
飼
育
ホ
タ
ル
の
鑑
賞
会
と

そ
の
一
部
を
子
ど
も
た
ち
に
放
し
て

も
ら
い
、
ホ
タ
ル
の
里
親
募
集
も
行

い
ま
す
〔
持
ち
物
〕
懐
中
電
灯
※
草

地
を
歩
け
る
服
装
で
。

▽
オ
イ
カ
ワ
の
産
卵
観
察
会
と
散
策

路
づ
く
り　
〔
日
時
〕　

日
�
午
前　

１８

１０

時
〜
正
午
、
ク
ル
ミ
村
集
合
〔
講
師
〕

竹
本
久
志
さ
ん
（
狛
江
ホ
タ
ル
村
）

〔
持
ち
物
〕
弁
当
・
水
筒
・
卵
を
入

れ
る
ビ
ニ
ー
ル
袋
※
川
に
入
れ
る
服

装
と
靴
で
。

▽
第
６
回
「
初
夏
の
草
花
遊
び
」　

〔
日
時
〕　

日
�
午
前　

時
〜
正
午
、

２５

１０

ク
ル
ミ
村
集
合
〔
講
師
〕
酒
井
昭
子

さ
ん（
川
崎
水
辺
の
楽
校
）〔
持
ち
物
〕

は
さ
み
・
カ
ッ
タ
ー
・
弁
当
・
水
筒

※
草
地
を
歩
け
る
服
装
で
。

※
い
ず
れ
も
雨
天
中
止

〔
問
い
合
わ
せ
〕
竹
本
�
（
５
７
６

１
）
２
８
４
４

 
■
府
中
養
護
学
校
「
学
校
公
開
」

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前
９
時　

１５

２０

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
府
中
養
護

１１

４５

学
校

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
福
祉
課

■
水
道
な
ん
で
も
相
談
〜
６
月
１
日

か
ら
７
日
ま
で
は
水
道
週
間
で
す
〜

　

水
道
に
関
す
る
な
ん
で
も
相
談
・

水
道
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
等
を
行

い
ま
す
。

〔
日
時
〕
４
日
�
午
前　

時
〜
午
後

１０

３
時
〔
会
場
〕
市
役
所
前
市
民
ひ
ろ

ば〔
問
い
合
わ
せ
〕
水
道
課
�
（
３
４

８
０
）
０
２
０
１

■
浄
水
器
等
の
訪
問
販
売
に
注
意
を

　

あ
た
か
も
水
道
水
が
危
な
い
と
思

わ
せ
て
、
浄
水
器
や
水
道
管
洗
浄
な

ど
の
訪
問
販
売
を
す
る
者
が
い
ま
す

が
、
市
で
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
一

切
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
水
道
課
�
（
３
４

８
０
）
０
２
０
１

■
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー
利
用
者
懇

談
会

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前　

時
・

２８

１０

午
後
７
時
か
ら
（
ど
ち
ら
か
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
上
和
泉
地
域
セ
ン

タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

■
事
業
資
金
・
創
業
資
金
融
資
の
個

別
相
談
会

　

市
内
に
居
住
し
、
事
業
を
営
ん
で

い
る
方
に
対
し
て
、
融
資
専
門
担
当

者
が
個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。

〔
日
時
〕
６
月
７
日
�
・　

日
�
午

２１

前
９
時　

分
〜
正
午
〔
会
場
〕
狛
江

３０

市
商
工
会
館

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江

市
商
工
会
�
（
３
４
８
９
）
０
１
７

８
へ
。

■
６
月
は
就
職
差
別
解
消
促
進
月
間

で
す

　

就
職
は
、
生
活
の
安
定
確
保
や
労

働
を
通
じ
た
社
会
参
加
な
ど
、
人
間

が
幸
せ
に
生
き
て
い
く
う
え
で
基
本

と
な
る
も
の
で
す
。
こ
の
た
め
、
採

用
選
考
は
応
募
者
の
適
正
と
能
力
に

基
づ
き
公
正
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
就
職
差

別
に
つ
な
が
る
恐
れ
の
強
い
身
元
調

査
事
件
や
、
面
接
時
に
本
籍
地
や
思

想
・
信
条
等
を
聞
い
た
り
、
と
い
う

こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

就
職
差
別
を
無
く
し
、
就
職
の
機

会
均
等
を
確
保
す
る
た
め
、
東
京
労

働
局
お
よ
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
と
連

携
し
て
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

▽
講
演
と
映
画
の
集
い　
〔
日
時
〕６

月　

日
�
午
後
２
時
〜
４
時　

分

１９

３０

〔
会
場
〕
品
川
区
立
総
合
区
民
会
館

「
き
ゅ
り
あ
ん
」〔
定
員
〕
先
着
８
０

０
人
〔
テ
ー
マ
〕
路
地
裏
の
人
権

〔
講
師
〕
田
中
正
人
さ
ん
（
国
民
生

活
セ
ン
タ
ー
理
事
）〔
映
画
〕「
人
権

の
扉
を
ひ
ら
く
」

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
都
産
業
労
働

局
雇
用
就
業
部
労
働
環
境
課
�
（
５

３
２
０
）
４
６
４
９

▽
人
権
啓
発
映
画
会　
〔
日
時
〕６
月

２
日
�
午
後
２
時
〜
４
時
〔
会
場
〕

コ
ア
・
い
け
ぶ
く
ろ
〔
定
員
〕
２
３

０
人
（
事
前
申
込
制
）〔
映
画
〕「
壁

の
な
い
ま
ち
」、「
公
正
な
採
用
選
考

を
め
ざ
し
て
」、「
私
の
好
き
な
ま
ち
」

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
�
東

京
都
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
�
（
３
８

７
６
）
５
３
７
２
へ
。

■
狛
江
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
業
説
明
会

　

子
育
て
の
手
伝
い
を
お
願
い
し
た

い
方
と
子
育
て
の
手
伝
い
が
で
き
る

方
が
会
員
に
な
り
、
相
互
に
助
け
合

う
有
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
説

明
会
で
す
。
利
用
会
員
（
援
助
を
受

け
た
方
）
は
サ
ポ
ー
ト
会
員
（
援
助

を
し
た
方
）
に
お
子
さ
ん
１
人
当
た

り
１
時
間
に
つ
き
７
０
０
円
（
曜
日
、

時
間
に
よ
っ
て
は
８
０
０
円
）
の
謝

礼
金
を
支
払
い
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
ト
会
員
希
望
者
は
説
明
会

と
講
習
（
２
日
間
）
の
受
講
が
必
要

で
す
。

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前　

時　

１０

１０

３０

分
〜
正
午
〔
会
場
〕
岩
戸
児
童
セ
ン

タ
ー

※
２
歳
以
上
の

託
児
を
行
い
ま

す
。
３
日
前
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
�

（
３
４
８
０
）
１
５
８
７
（
火
〜
土

曜
日
午
前　

時
〜
午
後
６
時
）
へ
。

１０

Ｊ
Ａ
マ
イ
ン
ズ
狛
江
支
店
〔
内
容
〕

数
カ
所
の
畑
を
ま
わ
り
農
産
物
を
収

穫
〔
対
象
〕
市
内
在
住
者
（
小
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）〔
定
員
〕
先
着

１
０
０
人
〔
申
し
込
み
〕
６
月
５
日

�
〜
８
日
�
ま
で
に
産
業
生
活
課
へ
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
Ｊ
Ａ
マ
イ
ン
ズ
狛

江
支
店
�
（
３
４
８
８
）
３
４
３
５

■
や
さ
き
や
ま
文
庫
お
は
な
し
会

〔
日
時
〕
６
月
３
日
�
午
前　

時　
１０

３０

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
第
三
小
学

１１

１０

校
〔
内
容
〕
▽
大
型
絵
本
「
い
た
ず

ら
ラ
ッ
コ
と
お
は
な
し
の
ほ
し
」
▽

わ
ら
べ
う
た
▽
お
は
な
し
「
く
わ
ず

に
ょ
う
ぼ
う
」
▽
折
り
紙
〔
協
力
〕

狛
江
お
は
な
し
の
会
「
く
ー
す
け
」

※
小
学
校
低
学
年
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
が
、
ど
な
た
で
も
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※
毎
週
土
曜
日
午
前　

時
か
ら
午
後

１０

４
時
ま
で
第
三
小
学
校
図
書
室
を
一

般
開
放
し
て
い
ま
す
。
家
族
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�

�

�

�

好評発売中

■モーツァルト生誕２５０年をたたえて～その３～

心で奏でる音楽に、誰もが幸福感で満たされる

和波孝 ヴァイオリン・リサイタル

〔日時〕７月８日�午後５時開演
〔チケット〕全席指定　３，０００円
〔曲名〕モーツァルト：ソナタＫ．２９６、５２６、クラ

イスラー：愛の喜び、愛の悲しみほか

■子どものための音楽会　リズムをきこう！

目でみて、耳できいて、楽しめるゆかいなコンサ

ート

〔日時〕８月１９日�午後２時開演
〔対象〕小学生まで※未就学児可
〔チケット〕全席指定　１，０００円
　　　　　　※４歳児からチケットが必要です。
　　　　　　※チケットぴあでは取り扱いません。
〔演奏〕クリス＆祥子パーカッション・デュオ
〔曲目〕剣の舞、グリーン・スリーブス、夕焼け

小焼けほか
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広報こまえ　平成 １８ 年（２００６ 年）６ 月 １ 日　�
 

■
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ミ
ナ
ー

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
後
１
時
〜

１８

３
時
〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

〔
定
員
〕　

人
程
度
〔
テ
ー
マ
〕
マ

５０

ン
シ
ョ
ン
管
理
の
基
礎
知
識
・
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
改
革
の
す
す
め
※
事
前

申
込
制
で
す
が
、
満
員
に
な
ら
な
か

っ
た
際
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
産
業

生
活
課
へ
。

■
生
ご
み
で
堆
肥
を
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前　

時
〜

１４

１０

　

時
〔
会
場
〕
狛
江
市
ビ
ン
・
缶
リ

１１サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

■
古
布
再
生
〜
古
傘
で
作
る
た
た
め

る
マ
イ
バ
ッ
グ
〜

〔
日
時
〕
６
月
８
日
�
・
９
日
�
午

前　

時
〜
午
後
４
時
〔
会
場
〕
狛
江

１０
市
ビ
ン
・
缶
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

〔
持
ち
物
〕
古
傘
（
骨
を
外
し
て
洗

っ
た
も
の
）・
ミ
シ
ン
糸
・
縫
い
糸
・

裁
縫
道
具
・
裁
ち
ば
さ
み
・
も
の
さ

し
・
筆
記
用
具
※
新
品
の
布
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
〔
材
料
費
〕
５
０
０
円

〔
定
員
〕
各
日　

人
１０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
日

�
か
ら
清
掃
課
へ
。

■
夏
の
花
の
寄
せ
植
え
教
室

〔
日
時
〕
６
月

９
日
�
午
後
１

時　

分
〜
３
時

３０

　

分
〔
定
員
〕

３０先
着　

人
〔
費
用
〕
２
�
０
０
０
円

２０

（
材
料
実
費
）〔
講
師
〕
八
原
ダ
リ
さ

ん
（
園
芸
家
）〔
持
ち
物
〕
軍
手
・
シ

ャ
ベ
ル

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
南
部

地
域
セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
２

１
５
０
へ
。

■
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

〔
日
時
〕
６
月
７
日
�
・
８
日
�
午

前
９
時　

分
〜
午
後
５
時
〔
会
場
〕

２０

エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル
展
示
・
多
目
的
室

〔
対
象
〕
東
京
消
防
庁
管
轄
区
域
内

に
あ
る
防
火
管
理
義
務
対
象
物
の
防

火
管
理
者
と
し
て
、
選
任
予
定
の
あ

る
方
〔
教
材
費
〕
４
�８
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
）〔
内
容
〕
消
防
法
施
行
令

第
３
条
第
１
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る

防
火
管
理
者
と
し
て
必
要
な
資
格
を

取
得
す
る
た
め
の
甲
種
防
火
管
理
新

規
講
習
〔
申
し
込
み
〕
狛
江
消
防
署
・

猪
方
出
張
所
、
東
京
消
防
庁
管
内
各

消
防
署
、
消
防
分
署
お
よ
び
消
防
出

張
所
に
お
い
て
、
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

　

分
ま
で
に
写
真
１
枚
（
縦
３
�
×

３０横
２
・
４
�
）
を
持
参
の
う
え
、
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
各
管

轄
の
消
防
署
等
に
あ
り
ま
す
。
※
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕狛
江
消
防
署
�（
３

４
８
０
）
０
１
１
９

■
パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
者
養
成
講
習

会〔
日
時
〕
６
月　

日
〜
７
月　

日
午

１６

２８

前　

時
〜
午
後
零
時　

分
（
毎
週
金

１０

３０

曜
日
・
全
７
回
）〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

あ
セ
ン
タ
ー
〔
受
講
料
〕
１
�
０
０

０
円
〔
定
員
〕　

人
※
申
込
条
件
が

１０

あ
り
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
社
会

福
祉
協
議
会
�
（
３
４
８
８
）
０
２

９
４
へ
。

■
パ
ソ
コ
ン
教
室

〔
日
時
〕
７
〜
９
月
午
前
９
時
〜
正

午
・
午
後
１
時
〜
４
時
〔
定
員
〕
�

　

人
�　

人
（
多
数
抽
選
）〔
費
用
〕

１６

１０

４
�
０
０
０
円
（
月
４
回
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
往
復

は
が
き
（
１
コ
ー
ス
１
枚
）
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
希
望
の

月
と
コ
ー
ス
を
記
入
の
う
え
、
６
月

８
日
�
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
０
１

�
０
０
１
５
狛
江
市
猪
方
４
�　

�
１３

１
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
�
（
３

４
８
８
）
６
７
３
５
へ
。

■
手
話
通
訳
講
習
会

〔
日
時
〕
６
月　

日
〜
平
成　

年
３

１３

１９

月　

日
午
後
７
時
〜
９
時　

分
（
毎

１３

３０

回
火
曜
日
・
全　

回
）〔
会
場
〕
あ
い

３２

と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
受
講
料
〕
４
�

０
０
０
円
（
そ
の
他
に
テ
キ
ス
ト
代

等
実
費
負
担
）〔
募
集
コ
ー
ス
・
定

員
〕
初
級
・
中
級
・
上
級
各　

人
４０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
社
会

福
祉
協
議
会
�
（
３
４
８
８
）
０
２

９
４
へ
。

 
■
「
う
ん
ど
う
教
室
」
指
導
員

　

西
河
原
公
園
内
に
高
齢
者
が
楽
し

み
な
が
ら
気
軽
に
運
動
で
き
る
「
う

ん
ど
う
教
室
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

こ
の
「
う
ん
ど
う
教
室
」
の
参
加

者
に
、
助
言
や
指
導
を
し
て
い
た
だ

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
員
を
募
集
し

ま
す
。
資
格
等
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

が
、
指
導
員
養
成
講
座
（
無
料
）
を

受
講
し
て
い
た
だ
き
、毎
月
１
回「
う

ん
ど
う
教
室
」
に
参
加
で
き
る
方
が

条
件
と
な
り
ま
す
。

▽
指
導
員
養
成
講
座

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前
９
時　

１６

３０

分
〜
正
午
・　

日
�
午
前　

時
〜
午

２３

１０

後
３
時
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

タ
ー

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
高
齢

福
祉
課
へ
。

■
学
童
保
育
所
臨
時
職
員

〔
職
種
〕
学
童
保
育
所
指
導
員
補
助

等
〔
資
格
〕
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中

学
校
・
高
校
教
諭
ま
た
は
保
育
士（
資

格
無
く
て
も
可
）〔
基
本
勤
務
時
間
〕

月
〜
金
曜
日
午
後
２
時
〜
５
時
（
夏

休
み
等
の
学
校
休
業
中
は
、
午
前
８

時　

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
シ
フ

３０
ト
制
）〔
勤
務
場
所
〕
市
内
学
童
保
育

所〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
履
歴

書
・
資
格
証
明
書
・
印
鑑
を
持
参
の

う
え
、
児
童
福
祉
課
へ
。

■
成
人
式
企
画
実
行
委
員

　

平
成　

年
１
月
８
日
�
に
行
う
成

１９

人
式
の
企
画
・
立
案
か
ら
実
施
ま
で

を
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

〔
対
象
〕
平
成　

年
度
新
成
人
（
昭

１８

和　

年
４
月
２
日
〜　

年
４
月
１
日

６１

６２

生
ま
れ
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
社
会

教
育
課
へ
。

■
小
学
生
の
学
習
教
室

〔
日
時
・
対
象
〕
▽
小
学
校
４
・
５

年
生　

水
・
金
曜
日
午
後
４
時　

分
３０

〜
６
時　

分
▽
６
年
生　

火
・
木
曜

３０

日
午
後
４
時　

分
〜
６
時　

分
〔
教

５０

５０

科
〕
国
語
・
算
数
〔
月
謝
〕
７
�
０

０
０
円
〔
募
集
人
員
〕
各
学
年
若
干

名〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
６
月

９
日
�
ま
で
に
（
土
・
日
曜
日
を
除

く
）シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
�（
３

４
８
８
）
６
７
３
５
へ
。

■
非
常
勤
看
護
師

〔
勤
務
日
時
〕
８
月
か
ら
の
月
・
火

曜
日
午
前
９
時　

分
１５

〜
午
後
５
時
〔
勤
務

場
所
〕
重
度
知
的
障

害
者
通
所
訓
練
室

「
麦
の
穂
」〔
募
集
人
員
〕
１
人

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
社
会

福
祉
協
議
会
�
（
３
４
８
８
）
０
２

９
４
へ
。

 
■
市
民
総
合
体
育
館
個
人
開
放

　

７
月
か
ら
実
施
時
間
帯
が
一
部
変

更
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

〔
使
用
料
〕
大
人
市
内
２
５
０
円
、

大
人
市
外
５
０
０
円
、
子
ど
も
（
高

校
生
以
下
）
１
０
０
円
〔
持
ち
物
〕

体
育
館
履
き

※
時
間
帯
に
よ

る
完
全
入
れ
替

え
制
で
す
。
体

育
施
設
使
用
料

も
変
更
に
な
り

ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
課
�
（
３
４

３
０
）
１
１
４
１

■市民総合体育館個人開放

備　　考実施時間帯曜　日種　目

第３木曜日は休館日

午前９時～１１時１５分
午前１１時２５分～午後１時４０分
午後１時５０分～４時５分
午後４時１５分～６時３０分
午後６時４５分～９時

月・木・土卓球

日・月バドミントン

午前９時～１１時１５分
午前１１時２５分～午後１時４０分土ビーチボール

午後４時１５分～６時３０分
午後６時４５分～９時水バレーボール

各回定員３０人
午後１時５０分～４時５分
午後４時１５分～６時３０分
午後６時４５分～９時

土バスケットボール

各回定員３０人

午後４時１５分～５時１５分
午後５時３０分～６時３０分
（初心者向き）

火

エアロビクス 午前１０時～１１時水

午前１０時～１１時
午後２時～３時（初心者向き）土

各回定員３０人
午後５時３０分～６時３０分月

健康体操
午前１１時３０分～午後零時３０分水

６０歳以上
月曜日は定員３０人午後２時～３時月・火シルバー体操

平成１２年４月２日～
平成１４年４月１日生ま
れの子とその保護者。
各回定員１５組３０人

午後４時１５分～５時１５分月親子体操

トレーニング室利用者
は必ず事前に講習会を
受講してください。
各回先着５人。高校生
以上

午後１時３０分～１時５０分受付日
トレーニング室
講習会 午後６時３０分～６時５０分受付月

午前９時～９時２０分受付金

※午前１１時１５分～１１時２５分、午後１時４０分～１時５０分、午後４時５分～４時１５分、午
後６時３０分～６時４５分は、入替時間です。

■パソコン教室日程

木曜日午前�水曜日午前�火曜日午後�火曜日午前�火曜日午前�月曜日午後�月曜日午前�月曜日午前�
ワード２
文書作成
６日・１３日
２０日・２７日

メール・ＩＴ
基本

５日・１２日
１９日・２６日

エクセル１
基本

４日・１１日
１８日・２５日

エクセル２
応用

４日・１１日
１８日・２５日

入門から
初級

４日・１１日
１８日・２５日

ワード３
画像と表
３日・１０日
２４日・３１日

画像処理
応用

３日・１０日
２４日・３１日

ワード１
文章入力
３日・１０日
２４日・３１日

７
月

ワード２
文書作成
１０日・１７日
２４日・３１日

メール・ＩＴ
基本

９日・１６日
２３日・３０日

エクセル１
基本

８日・１５日
２２日・２９日

エクセル２
応用

８日・１５日
２２日・２９日

入門から
初級

８日・１５日
２２日・２９日

ワード３
画像と表
７日・１４日
２１日・２８日

デジカメ
画像基本
７日・１４日
２１日・２８日

ワード１
文章入力
７日・１４日
２１日・２８日

８
月

ワード２
文書作成
７日・１４日
２１日・２８日

メール・ＩＴ
楽しい応用
６日・１３日
２０日・２７日

エクセル１
基本

５日・１２日
１９日・２６日

デジカメ
画像基本
５日・１２日
１９日・２６日

ワード１
文章入力
５日・１２日
１９日・２６日

ワード３
画像と表
４日・１１日
１８日・２５日

ホームページ
作成

４日・１１日
１８日・２５日

入門から
初級

４日・１１日
１８日・２５日

９
月

※応用はレベルアップ受講に好適コース。ワード１、２、３は少しずつレベルが上がります。９月１８日は祝日の開催です。
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�
西
河
原
公
民
館 

�
（
３
４
８
０
）
３
２
０
１

■
西
河
原
カ
レ
ッ
ジ
教
養
コ
ー
ス

「
も
っ
と
素
敵
に
！
シ
ニ
ア
ラ
イ

フ
」
〜
健
康
的
な
生
活
と
仲
間
づ
く

り
〜　
〔
日
程
〕
左
表
〔
時
間
〕
午
前

　

時
〜
正
午
〔
対
象
〕
高
齢
者
〔
定

１０員
〕　

人
〔
参
加
費
〕
５
０
０
円（
材

２０

料
費
実
費
）
※
事
前
申
込
制

■
女
性
セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ
「
私
も
子
ど
も

も
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
〜
子
育
て
仲
間

と
自
分
の
く
ら
し
を
見
つ
め
よ
う

〜
」　

〔
日
程
〕
左
下
表
〔
時
間
〕
午

前　

時
〜
正
午
〔
会
場
〕
中
央
公
民

１０
館
〔
対
象
〕
子
育
て
中
の
市
民　

人
２０

〔
保
育
〕
１
歳
６
カ
月
児
以
上　

人
１５

程
度
（
お
や
つ
代
等
実
費
）〔
申
し
込

み
〕
６
月
７
日
�
午
前
９
時
か
ら

�
中
央
公
民
館 

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
１

■
青
年
教
室
（
狛
プ
ー
）
カ
ラ
ー
コ

ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
基
礎
講
座
募
集　

〔
日
時
〕
６
月
８
日
�
・　

日
�
午

１５

後
７
時
〜
９
時
〔
対
象
〕
青
年
※
事

前
申
込
制

■
女
性
問
題
講
座
「
も
っ
と
ゆ
た
か

に
生
き
た
い
か
ら
」　
〔
日
程
〕
左
表

〔
対
象
〕
成
人（
保
育
な
し
）〔
定
員
〕

　

人
※
事
前
申
込
制

２０

 
�
中
央
図
書
館 

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
４

■
子
ど
も
お
は
な
し
会　

６
月　

日
２１

�
・　

日
�
い
ず
れ
も
午
後
３
時　

２８

３０

分
か
ら
（
４
歳
以
上
の
子
ど
も
）

■
親
子
で
楽
し
む
お
は
な
し
会　

６

月　

日
�
〔
０
〜
１
歳
の
子
ど
も
と

２２
保
護
者
〕
午
前　

時　

分
〜　

時　

１０

３０

１０

４５

分〔
２
〜
３
歳
の
子
ど
も
と
保
護
者
〕

午
前　

時
〜　

時　

分

１１

１１

２０

■
科
学
あ
そ
び　

▽
科
学
工
作
教
室

　

６
月　

日
�
午
後
２
時
〜
４
時
、

２４

中
央
公
民
館
▽「
多
摩
六
都
科
学
館
」

施
設
見
学　

７
月
８
日
�
〔
対
象
〕

小
学
校
１
〜
３
年
生
〔
定
員
〕
先
着

　

人
〔
申
し
込
み
〕
６
月
３
日
�
午

２０前　

時
か
ら
※
施
設
見
学
の
み
は
不

１０
可■

図
書
室
の
休
室　

各
地
域
セ
ン
タ

ー
図
書
室
で
は
、
図
書
特
別
整
理
の

た
め
次
の
期
間
を
休
室
し
ま
す
。
▽

野
川
・
上
和
泉
・
岩
戸
・
南
部
各
地

域
セ
ン
タ
ー
図
書
室　

６
月　

日
�

２０

〜　

日
�

２７
▽
特
別
貸
し
出
し

　

６
月
６
日
�
か
ら　

日
�
ま
で
は
、

１９

貸
出
期
間
を
４
週
間
に
拡
大
し
ま
す
。

貸
出
冊
数
に
は
制
限
を
設
け
ま
せ
ん
。

※
休
室
中
の
返
却
ポ
ス
ト
の
利
用
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

�
西
河
原
公
民
館 

�
（
３
４
８
０
）
３
２
０
１

■
西
河
原
お
は
な
し
会　

各
回
と
も

〔
時
間
〕
午
後
３
時　

分
か
ら
▽
６

４５

月
１
日
�
〔
絵
本
〕
ト
リ
と
ボ
ク

〔
お
は
な
し
〕
世
界
で
い
ち
ば
ん
き

れ
い
な
声
〔
折
り
紙
〕
か
も
の
お
や

こ
▽　

日
�
〔
絵
本
〕
お
と
う
さ
ん
・

１５

パ
パ
・
お
と
う
ち
ゃ
ん
〔
紙
芝
居
〕

お
と
う
さ
ん
〔
折
り
紙
〕
ネ
ク
タ
イ

▽　

日
�
〔
絵
本
〕
あ
め
が
ふ
る
と

２２
き
ち
ょ
う
ち
ょ
は
ど
こ
へ〔
紙
芝
居
〕

る
る
の
お
う
ち
〔
工
作
〕
あ
じ
さ
い

（
は
り
え
）
▽　

日
�
〔
絵
本
〕
い

２９

た
ず
ら
こ
ね
こ
・
す
て
き
な
あ
ま
や

ど
り
〔
工
作
〕
カ
メ

�
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー 

�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

■
上
和
泉
お
は
な
し
会　
〔
時
間
〕各

回
と
も
▽
０
歳
か
ら
の
部
午
後
３
時

　

分
か
ら
▽
４
歳
か
ら
の
部
３
時　

１５

４５

分
か
ら
▽
６
月
５
日
�
〔
絵
本
〕
こ

ぶ
た
の
ま
ー
ち
・
じ
め
ん
の
う
え
じ

め
ん
の
し
た
・
た
な
か
さ
ん
ち
の
だ

い
ぼ
う
け
ん
▽　

日
�
〔
絵
本
〕
あ

１２

め
ふ
り
・
マ
ー
シ
ャ
と
く
ま
・
や
ま

の
や
ま
び
こ

■
学
習
情
報
室
事
業
（
図
書
室
）

　

図
書
や
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
等
視
聴
覚

資
料
の
貸
し
出
し
や
、
そ
の
場
で
各

資
料
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
お
は
な
し
会　

小
さ
な
子
ど
も
た

ち
が
本
に
親
し
め
る
よ
う
な
お
楽
し

み
会
で
す
。

■
い
き
い
き
子
育
て
ル
ー
ム

　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
が
ゆ
っ
た

り
と
交
流
で
き
る
場
を
提
供
し
ま
す
。

■
少
年
少
女
体
験
教
室

　

子
ど
も
た
ち
の
学
校
外
で
の
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
の
広
場
で
す
。

■
成
人
学
習
事
業

▽
市
民
講
座　

社
会
や
文
化
に
か
か

わ
る
今
日
的
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
ま

す
。

■
高
齢
者
学
習
事
業

　

自
分
が
暮
ら
す
地
域
を
改
め
て
知

り
、
地
域
活
動
の
契
機
と
な
る
よ
う
、

交
流
と
学
習
を
進
め
ま
す
。

▽
西
河
原
カ
レ
ッ
ジ
専
門
コ
ー
ス

▽
西
河
原
カ
レ
ッ
ジ
教
養
コ
ー
ス

■
障
が
い
者
青
年
学
級

　

障
が
い
を
持
つ
青
年
た
ち
が
仲
間

と
集
い
、
学
び
、
遊
び
、
暮
ら
し
を

広
げ
、
豊
か
に
し
て
い
く
活
動
で
す
。

■
国
際
交
流
事
業
「
日
本
語
教
室
」

　

外
国
人
市
民
の
識
字
学
習
を
中
心

に
、
日
本
の
生
活
文
化
を
学
び
ま
す
。

■
市
民
劇
場

▽
西
河
原
映
画
会

▽
西
河
原
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

▽
舞
台
講
座

■
こ
ま
え
市
民
大
学

　

市
民
に
よ
る
市
民
の
大
学
を
目
指

し
て
、
運
営
委
員
会
の
企
画
・
運
営

に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

■
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

作
品
展
や
活
動
発
表
等
、
市
民
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

■
地
域
交
流
事
業
「
第　

回
い
べ
ん

１８

と
西
河
原
」

　

公
民
館
活
動
の
つ
ど
い
と
交
流
、

地
域
へ
の
発
信
の
場
と
し
て
、
利
用

者
と
と
も
に
企
画
・
実
施
し
ま
す
。

��������	
���
�

�������	
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��������	
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■
青
少
年
事
業

▽
子
ど
も
の
広
場　

学
校
・
学
年
を

越
え
た
仲
間
づ
く
り
と
、
物
を
作
り

遊
ぶ
楽
し
み
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
地

域
に
親
し
み
地
域
と
の
触
れ
合
い
を

深
め
ま
す
。

▽
野
外
サ
ー
ク
ル　

野
外
活
動
を
通

し
て
自
主
性
、
連
帯
性
を
養
い
ま
す
。

▽
青
年
教
室　

青
年
た
ち
が
自
主
的

活
動
の
な
か
で
仲
間
と
生
き
方
を
見

付
け
ま
す
。

■
成
人
学
習
事
業

▽
市
民
ゼ
ミ
ナ
ー
ル　

現
代
的
課
題

を
継
続
的
に
学
び
ま
す
。

▽
市
民
教
養
・
趣
味
実
用
講
座　

だ

れ
も
が
興
味
を
持
っ
て
楽
し
く
参
加

で
き
る
講
座
で
す
。

■
女
性
セ
ミ
ナ
ー

　

暮
ら
し
の
な
か
の
女
性
を
取
り
巻

く
問
題
を
考
え
ま
す
。

▽
女
性
セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ
・
Ⅱ（
保
育
付
き
）

▽
女
性
問
題
講
座

■
文
化
の
つ
ど
い

　

人
形
劇
サ
ー
ク
ル
合
同
公
演

■
学
習
グ
ル
ー
プ
保
育

　

小
さ
な
お
子
さ
ん
の
い
る
お
母
さ

ん
も
安
心
し
て
グ
ル
ー
プ
活
動
が
で

き
ま
す
。

■
第　

回
中
央
公
民
館
の
つ
ど
い

２２

　

公
民
館
活
動
の
集
い
と
交
流
、
地

域
へ
の
発
信
の
場
と
し
て
、
利
用
者

と
と
も
に
企
画
・
実
施
し
ま
す
。

〔日時〕６月１０日�午

前１０時・午後２時の

２回上映（上映時間

１１６分）

〔会場〕西河原公民館

〔入場〕無料

〔問い合わせ〕西河原

公民館�（３４８０）３２０１

■西河原カレッジ教養コース「もっと素敵に！シニアライフ」

講　　師学習テーマ月　日
講座について

６月２８日�
はじめまして（自己紹介）

市原幸延さん
（ＮＰＯ法人シニア大樂理事）輝くシニアのおしゃれ学７月５日�

花岡敦子さん（栄養士）
高齢者の栄養とその特徴（栄養の話）７月１２日�
高齢者の栄養とその特徴（料理実習）７月１９日�

三遊亭圓塾さん
（ＮＰＯ法人シニア大樂）笑いと健康７月２６日�

■女性セミナーⅠ「私も子どももハッピーライフ」

講　　師内　　容月　日
「保育室オリエンテーション」６月２６日�
「はじめに」自己紹介７月３日�

中野由美子さん
（目白大学）「豊かな親子関係を築くには」７月１０日�

話し合い７月２４日�
「子育てをしていて思うこと」
について話し合い７月３１日�

井上惠美子さん
（フェリス女学院大学）「主婦ってなんだろう」９月４日�

井上惠美子さん
（フェリス女学院大学）話し合い９月１１日�

保育者「子どもの成長」９月２５日�
話し合い１０月２日�
講座を通して話し合い�１０月１６日�
講座を通して話し合い�１０月２３日�
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■
西
河
原
映
画
会
「
死
ぬ
ま
で
に
し
た
い　

の
こ
と
」

１０

〜
「
あ
と
２
カ
月
の
命
」
と
宣
告
さ
れ
、

初
め
て
生
き
る
喜
び
を
知
っ
た
女
性
の
感
動
の
物
語
〜

■女性問題講座「もっとゆたかに生きたいから」

講　　師内　　容日　時

岡幸江さん
（埼玉大学助教授）

くらしの視点でゆた
かな町を～公民館か
らの発信

６月１７日�
午前１０時～正午

西田小夜子さん
（定年塾主宰）

妻から見た夫の定年
～あなたはどう考え
ますか？

７月１日�
午前１０時～正午

広岡智子さん
（虐待防止センタ
ー理事）

子どものためにこそ、
母親の立場で考えた
い～虐待を他人事と
しないために

７月８日�
午後２時～４時

内藤和美さん
（群馬パース大学
教授）

日本社会にとって
「性別」とは

７月１５日�
午後２時～４時



広報こまえ　平成 １８ 年（２００６ 年）６ 月 １ 日　�

申 し 込 み 等　 相 談 員　　 開 催 日 と 時 間　相 談 名

事前予約制。相談
日の１週間前から
産業生活課で受け
付け

弁 護 士毎週月・木曜日　午前９時～正午法 律 相 談

カウンセラー７日�・２１日�　午前９時～正午カウンセリング
・ 心 の 相 談

建 築 士１４日�　午後１時～４時住 宅 相 談

事前予約制。産業
生活課で受け付け

行 政 書 士 会
調 布 支 部

６日�・２０日�　午後１時～４時
相 続 相 談

夜間相談　１３日�　午後６時～８時

カウンセラー１４日�・２８日�　午前９時～正午女性悩みごと相談

弁 護 士２０日�　午後１時～４時交 通 事 故 相 談

午後１時から産業
生活課で受け付け
（２名様以上の場
合は順番を抽選）
定員６人
※夜間相談は事前
予約制

宅地建物取引業協会１日�　午後１時～４時不動産取引相談

司 法 書 士 会
調 布 支 部

１２日�　午後１時～４時
登 記 相 談

夜間相談　２６日�　午後６時～８時

土地家屋調査士会２２日�　午後１時～４時土 地 家 屋 調 査
測量表示登記相談

人権擁護委員１５日�　午後１時～４時人権身の上相談

行政相談委員１６日�　午後１時～４時行 政 相 談

元金融・生命保険
事 務 経 験 者５日�　午後１時～４時ラ イ フ プ ラ ン

総 合 相 談

申 し 込 み 等　 相 談 員　　 開 催 日 と 時 間　相 談 名

事前予約制。産業
生活課で受け付け

東京税理士会
武蔵府中支部８日�　午後１時～４時

税 務 相 談 事前予約制。
会場は同支部
�０４２（４８８）５５５０

東京税理士会
武蔵府中支部

毎週木曜日　午前１０時～正午
　　　　　　午後１時～４時

産業生活課（午後３
時まで受け付け）消費生活相談員月～金曜日　午前１０時～午後４時消 費 生 活 相 談

２階第１市民相談室保 護 司２８日�　午前１０時～午後３時更 生 保 護 相 談

直接２階第２市民
相談室難病者相談員５日�　午前９時～正午難 病 者 相 談

福祉総合相談窓口

手 話 通 訳 士毎月第２水曜日　午前９時～正午聴覚障がい者相談

母子自立支援員月～金曜日　午前９時～午後４時母子・女性相談

介護保険相談員毎週火・木曜日　午後１時～４時介 護 保 険 相 談

狛江市教育研究所
�（３４３０）６６５５へ教 育 相 談 員月～金曜日　午前９時～午後４時教 育 相 談

直接保険年金課へ社会保険労務士毎週月・水・金曜日　午前９時～午後４時年 金 相 談

狛江市シルバー人材センター電話
予約制�（３４８８）６７３５毎月第３月曜日　午後１時３０分高 年 齢 者 就 業

説 明 相 談

収納課（市役所２階８番窓口）月～金曜日　午前８時３０分～午後５時市 税 納 税 相 談

○
設
置
目
的

　

自
己
に
関
す
る
個
人
情
報
の
開

示
請
求
や
訂
正
請
求
、
中
止
請
求

に
対
す
る
決
定
に
つ
い
て
、
行
政

不
服
審
査
法
の
規
定
に
基
づ
く
不

服
申
し
立
て
が
あ
っ
た
場
合
に
お

い
て
、
当
該
不
服
申
し
立
て

に
係
る
決
定
ま
た
は
裁
決
を

行
う
た
め
、
市
長
の
諮
問
機

関
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
委
員
構
成

　

学
識
経
験
者
２
人
お
よ
び
市
民

委
員
３
人
の
計
５
人

　

な
お
、
個
人
情
報
保
護
と
情
報

公
開
と
の
調
和
を
図
る
た
め
、
狛

江
市
情
報
公
開
審
査
会
委
員
と
の

兼
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
活
動
内
容

　

狛
江
市
個
人
情
報
保
護
条
例
は
、

市
が
管
理
す
る
自
己
に
関
す
る
個

人
情
報
の
開
示
を
求
め
る
権
利
、

開
示
の
決
定
を
受
け
た
個
人
情
報

に
事
実
の
誤
り
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
の
訂
正
、
追
加
お
よ
び
削
除

を
求
め
る
権
利
、
市
が
条
例
の
規

定
に
よ
ら
な
い
で
自
己
に
関
す
る

個
人
情
報
の
目
的
外
利
用
等
を
し
、

ま
た
は
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
認

め
る
と
き
に
、
当
該
個
人
情
報
の

目
的
外
利
用
等
の
中
止
を
求
め
る

権
利
を
保
障
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
請
求
に
対
す
る
市
の

決
定
に
つ
い
て
不
服
申
し
立
て
が

な
さ
れ
た
場
合
に
、
決
定
を
し
た

市
が
重
ね
て
判
断
す
る
こ
と
は
、

公
平
性
・
客
観
性
の
点
で
問
題
が

発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
第
三
者
的
な
合
議
制
の

機
関
と
し
て
の
審
査
会
に
お
い
て
、

そ
の
不
服
申
し
立
て
に
対
す

る
決
定
や
裁
決
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
、
市
が
管
理
す

１７

る
自
己
の
個
人
情
報
の
開
示
請
求

に
対
し
、
一
部
開
示
（
部
分
非
開

示
）
と
し
た
市
の
決
定
を
不
服
と

す
る
１
件
の
異
議
申
し
立
て
に
つ

い
て
の
諮
問
を
受
け
、
審
査
・
答

申
を
行
い
ま
し
た
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
情
報
課
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�

�
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人
１０�

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
　

�
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

■
子
育
て
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
大
人
の

食
事
か
ら
取
り
分
け
離
乳
食
〜
も

ぐ
も
ぐ
・
カ
ミ
カ
ミ
期
〜
」　

〔
日

時
〕
６
月　

日
�
午
前　

時　

分

１７

１０

３０

〜　

時　

分
〔
対
象
〕
乳
幼
児
の

１１

３０

保
護
者
〔
定
員
〕　

人
〔
参
加
費
〕

２０

１
０
０
円
（
資
料
・
試
食
代
）〔
内

容
〕
栄
養
士
に
よ
る
話
と
試
食

�
駄
倉
保
育
園 

　
　

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
５

■
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕
６
月　
１５

日
�
・　

日
�
午
前
９
時　

分
〜

２１

４０

　

時
〔
持
ち

１１物
〕着
替
え
・

タ
オ
ル
等
※

親
子
と
も
汚

れ
て
よ
い
服

装
で
。　

日
１５

�
は
身
体
測
定
も
行
い
ま
す
。

�
多
摩
川
保
育
園 

　

�
０
４
２（
４
８
３
）４
６
６
７

■
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演
奏
と
読
み

聞
か
せ
と
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕

６
月
２
日
�
午
前　

時
〜　

時

１０

１１

�
和
泉
児
童
館 

　
　

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

■
お
母
さ
ん
の
折
り
紙
タ
イ
ム

「
あ
じ
さ
い
」　

〔
日
時
〕
６
月

　

日
�
午
前　

１２

１０

時　

分
〜　

時

３０

１１

　

分
〔
定
員
〕

３０先
着　

人
１０

■
一
輪
車
検
定

　
〔
日
時
〕
６
月
９
日
�
午
後
３

時　

分
〜
４
時

３０
�
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー 

　
　

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

■
折
り
紙
タ
イ
ム　
〔
日
時
〕
６

月　

日
�
午

１４
後
３
時
か
ら

〔
対
象
〕
小

学
生〔
定
員
〕

������������������������������������������������������������������
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年
度
も
開
放
し
て
い
ま

１８

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
対
象
〕
０
〜　

歳
の
児
童
と
保

１２

護
者

〔
開
放
日
時
〕
毎
週
火
・
水
・
金

曜
日
の
午
前　

時
〜
正
午
（
た
だ

１０

し
、
祝
日
、
学
校
休
業
日
を
除
く
）

〔
実
施
場
所
〕
東
野
川
学
童
保
育

所
�
（
３
４
８
０
）
８
７
０
９
、

猪
方
前
原
学
童
保
育
所
�
（
３
４

８
９
）
２
８
７
７

〔
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
福
祉
課

�

�

�

�

�

�

�

�

	

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

　

第
一
小
学
校
は
、
明
治
五
年
に

創
立
さ
れ
、
１
３
４
年
の
長
い
歴

史
を
も
つ
学
校
で
す
。
創
立
当
初

か
ら
、
地
域
・
保
護
者
と
共
に
児

童
の
健
や
か
な
育
成
を
目
指
し
て

お
り
、
こ
の
伝
統
は
今
日
に
至
る

ま
で
本
校
の
教
育
の
中
に
脈
々
と

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
４
年
生
の
総
合
的

な
学
習
の
時
間
に
、
多
摩
川
に
関

す
る
調
べ
学
習
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
河
原
を
歩
い
た
り
、
水
辺

の
動
植
物
に
触
れ
た
り
す
る
こ
と

を
通
し
て
、
身
近
な
自
然
の
大
切

さ
に
気
付
い
た
り
、
環
境
を
守
る

こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
。

活
動
に
当
た
っ
て
は
、「
水
辺
の
楽

校
」
に
関
わ
る
市
民
講
師
の
皆
さ

ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
進
め
て
い

ま
す
。
先
日
、
今
年
度
第
一
回
目

の
自
然
観
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
の
小
学
校
全
校
で

も
英
語
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
昨
年
度
、
本
校
で
は
「
英
語

で
算
数
」を
試
行
し
ま
し
た
。発
展

的
な
学
習
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

	

ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
に
加
え
て
、

教
科
の
学
習
と
の
関
連
を
探
っ
て

い
こ
う
と
い
う
独
自
の
取
り
組
み

で
す
。
副
校
長
が
中
心
と
な
り
、

夏
休
み
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
中

で
保
護
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
実

施
し
た
り
、
外
国
人
の
英
語
の
指

導
者
と
連
携
し
て
５
年
生
で
１
月

に
授
業
を
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
指
導
室
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１

英語で算数

自然観察


